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武庫川女子大紀要（自然科学）
1．研究の目的
1920 年代から 30 年代にかけて，主としてセー
ヌ県低廉住宅公社長官アンリ・セリエの主導によ
り，パリに集中する人口の受け皿及び劣悪な居住
環境に住む人々の移住先としてパリ郊外部に多く
の Cité-Jardin（田園都市）と呼ばれる住宅団地が建
設された．パリの南西部ル・プレシ = ロバンソン
市にも，同公社の住宅団地が建設された．しかし，
その住宅団地は市（面積 343ha）の約 1/3 近くを占
め，その在り方が現在では町に大きな影響を及ぼ
している．本研究は，当住宅団地の建設経過と，
それが町に与えている影響と問題，そしてそれを
克服する再生の経緯と内容を明らかにし，我国の
団地再生に有用な知見を得ることを目的とする．
2．研究の方法
現地踏査と同市の都市計画報告書（文献 -1, 2）
及び現地ミニコミ紙（文献 -3）の再生事業の記事
等から，団地と町が持つ課題及び再生内容を整理
する．更に同市の HP アーカイブ上の歴史的資料，
航空写真等に基づき，当住宅団地の ①第二次世
界大戦前，②第二次世界大戦後（1970-80 年代），
③再生後の現在（2011 年）の 3 時期の建設状況（配
置図）を作成する．そして，明らかにした再生街
区の計画・配置設計の方針やデザインから，我国
の住宅団地の再生に有用と考えられる示唆的事項
を抽出する．
3．当住宅団地の位置と地勢
当団地は，パリ市の西部から南西部に広がる
オー = ド = セーヌ県南部の丘陵地域に位置する
ル・プレシ = ロバンソン市にある．パリ中心部（シ
テ島）から南南西に約 10Km の距離で，最寄りの
RER-B 線ロバンソン駅へはレ・アール駅から約
25 分を要し，団地へは駅から主にバス便利用で
ある．
市は長径約 3.3km ×短径約 1.4km の長円形で
田園都市プレシ＝ロバンソンの建設と再生に関する研究
大坪　　明
（武庫川女子大学生活環境学部生活環境学科）
A study on construction, reconstruction and renovation 
of “cité-jardin du Plessis-Robinson”
Akira Ohtsubo
Department of Human Environmental Sciences, School of Human Environmental Sciences
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya, 663-8558, Japan
In the 1920s and the 1930s, many housing estates were built around European large cities. In France they 
were called “Cité-Jardin”. There is one of these housing estates named “Cité-Jardin du Plessis-Robinson” at 
the southern outskirt of Paris. But this housing estate and the City of le Plessis-Robinson have many prob-
lems because of the lack of maintenance of buildings after the WW II and the circumstances of construction 
and also its geometry. So this housing estate was rehabilitated and reconstructed in some phases. Reconstruct-
ed areas had been designed to resolve these problems. The last area of reconstruction named “La nouvelle ci-
té-jardins” got “le Grand prix européen de l＇urbanisme en 2012”. The author extracted some suggestions for 
the rehabilitation of Japanese housing estates from the planning and design of these reconstructed areas.
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東西に長い．地勢的には西高東低の地形で，最大
の高低差は 90m 近い．西半分は概ね平坦な高台
を成し，当該団地の大半（1930 年代以降の建設部
分）がここに位置する．1920 年代の低所田園都市
と 1930 年代の高所田園都市の間の高低差は約
70m（Fig.1 参照）である．低所と高所の間の谷の
斜面は公園だが，団地を分断する要因でもある．
4．団地の歴史
20 世紀における同市及び団地の歴史を Table 1
に概観する（Fig.2 ～ 5 に団地配置の変遷を示す）．
Table  1.  町と団地の 20 世紀略史
1910 年
以前
20 世紀の初頭には，プレシ・ピケはロマネスクの教会の周りに人家が集まっていただけの小村だった．隣接する
町ロバンソンは，19C 末から 20C 初頭にかけてパリ市民が遊興に訪れる遊技場付きの大衆向けダンスホールで知ら
れていた．1909 年に両者が合併し「ル・プレシ = ロバンソン」と呼ばれるようになったが，人口はまだ 600 人程であっ
た．鉄道は，1893 年にソー線が延伸されたのに伴い，ロバンソンの駅が現在の位置に開設された．
1910 年代 セーヌ県低廉住宅公社長官アンリ・セリエは英国の田園都市の影響を受け，パリに集中する人口の受け皿として
郊外に田園都市（住宅団地）の建設を目論み，1917 年に当地の旧アシェットの地所 104ha を買った．セリエは建築家
モーリス・ペイル・ドルタイユ（Maurice Payret-Dortail）に当団地の設計を委託した．1918 年の当初計画は英国モデル
に非常に影響され，木造で傾斜屋根を持つ家々が曲線道路に沿って配置されていたが，この案は陽の目をみなかった．
1920 年代
（低所田園
都市の誕
生と戸建
て住宅の
展開）
1924 年から実施された案では，屈曲する路は残されていたが，立方体で陸屋根を持つアールデコ調のテラスハウ
スや小建築が組み合わされた．同市最大の公園である団地内のアンリ・セリエ公園の北側の低い位置に，低層団地
が新鮮な空気と庭のある生活を提供するために設計され，1926 年にはいくつかのアーティストのスタジオを持つ
144 戸の集合住宅，73 戸の連棟型，二戸一ないしは戸建て住宅と 6 軒の店が完成した．
一方，政府はルシュール法等で，負担が少ない長期ローンにより国民に持ち家を奨励してきた．1923 年頃から，
団地の北側にあったコルベール池の周りには，小区画の宅地開発が始まり，庭付きの小住宅が建設された．
1928 年初めにはル・プレシ = ロバンソンは約 3 千人の人口を擁し，第一次世界大戦終結時の 5 倍に増加していた．
しかし，20 世紀の前半に行われた二様の住宅政策（戸建て持ち家の奨励と，集合住宅団地の建設）により，その後の
ル・プレシ = ロバンソンの市街が成形され，二つの異なる地域に街を分けることにもなった．
一方，セリエは彼の建築家チームを伴い欧州を旅してドイツで多く採用されていた中層ビル状住棟，大型線状住
棟などを視察し，アンリ・セリエ公園南西側の高所田園都市にはこのドイツ方式を適用することにした．
1930 年代
～ 40 年代
（高所へ団
地を拡張）
高台の中央通りの両側に，街区型で通りの直線性を保持する効率的な U 型の 4 ～ 5 階の建物が並ぶ構成で，1931
～ 1939 年の間に約 2000 戸が建設された．1933 年にアンリ・セリエ公園の南縁に 24 戸の別な低層住宅も建設された．
ドルタイユの計画案（Fig.2）は更に南西部まで計画されていたが，建設は第二次世界大戦によって中断された（Fig.3）．
1931 年，ル・プレシ = ロバンソンの人口は 4,713 人だった．しかし，計画されていた接続鉄道が建設されず，同
公社は第二次開発の入居者を見つけるのに苦労し，兵舎として活用するために憲兵隊と契約した．1936 年から機動
憲兵隊の部隊が入居し，ル・プレシ = ロバンソンは宿舎にもなった．
1950 年代
～ 80 年代
（共産主義
市政）
第二次世界大戦後，パリ地域は継続的に市街地が拡大した．ル・プレシ = ロバンソンでは共産党が市政を握り，
高台の残りの部分には 1950 年代に HLM の大規模な団地が建設された（Fig.4）．1980 年代までに，同市の人口は
21,000 人となったが，その約 75％が社会住宅の住民だった．更に，かつてロバンソンの村に活況をもたらした大衆
キャバレーも 1970 年前後には斜陽になり，店を畳むところが増え始めた．1970 年代前半の経済危機の上昇に伴い，
ル・プレシ = ロバンソンはオー = ド = セーヌ県の他の地域から取り残された．長年にわたり，中層団地は維持管理
されず，1980 年代後半には荒廃が進んだ状態となった．空店舗の率は 80％にものぼり，人口も減少して，市は破
産に近い状況となった．
1989 年
以降
この緊迫状況を改善すべく，1989 年に現市長 P．ペメザックが町興しを公約として選出された．新市長は，落書
消去，花植え，噴水整備，建物改修など，表層の改善で再活性化に取り組み始めたが，町はより根本的な改善を必
要としていた．そこで市は，大規模な再開発事業で，ここ数十年間の街の歴史に起因する影響を克服するために，
都市構造と人口のバランスの調整に乗り出した．町の核の創出，ボワ・ドゥ・ヴァレ地区の再開発，高所田園都市
の再建と低所田園都市の改修等である（Fig.5）．しかし，高所田園都市の建替えは，従前住民の再入居が困難ではな
いかと，新聞でも批判があった（文献 6）．
Fig.  1.  ル・プレシ = ロバンソン市の地形の高低（標高）
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Fig.  2.  ドルタイユの全体配置計画図（1932年）
Fig.  4.  1970-80 年代の田園都市＆ HLM の配置図 Fig.  5.  2011 年の田園都市＆ HLM の再生状況の配置図
Fig.  3.  1948 年のプレシ・ロバンソン田園都市の配置図
Fig.  2.  の配置計画の建設が途中で中断されている
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5．従前団地の概要
5-1．低所田園都市（低層団地）
当住宅団地は，衛生士でもあったセリエの理想
郷であった様だ．この地区に建てられた 217戸は，
パリの非衛生住宅の住人達の移住先として建設さ
れた．都市計画は，これまでは主に道路建設を担っ
ていたが，徐々に住宅地計画は梅毒，結核，アル
コール中毒や精神疾患等の社会悪の撲滅に貢献す
ることが理解されて広範な関心を集めた．ペイル・
ドルタイユが設計した理想都市（Fig.6）は，以下
の様な革新的技術が導入されていた．
・給水，排水
・ 食べ物クズを流せるシンク（それを通して生ゴ
ミが廃棄物焼却施設に直接送られる）
・給湯ボイラー付き調理用ストーブ
・セントラルヒーティング（温水暖房）
・下部を加熱する亜鉛鍍金の浴槽
等である．先進的な快適性や衛生と人々の幸福は
1920 年代後半の当田園都市の特徴であった．
5-2．高所田園都市（中層団地）
ペイル・ドルタイユの描いた田園都市の建設計
画（ﬁg.2）は，高台上で 1931 ～ 1939 年に中央大通
りの両側の中層団地の建設で継続されたが，これ
は第二次世界大戦の勃発で中断された（Fig.3,7）．
団地の配置計画は，低所田園都市に適用された
英国モデルから，ドイツ流機能主義の高密度な中
層団地に変更された．高所団地は，適切な日差し
を得るために U 型に街区を取り囲み，中庭は約
150m2 毎に区画された家庭菜園が外周の住棟に
沿って配置されていた．計画された 5,000 戸の内
の 1,967 戸が第二次世界大戦前に建設された．し
かし，Table 1 の 1930 ～ 40 年代の項に示した様
な事情から，団地は憲兵隊宿舎となった．
Fig.  7.  1937 年の高所田園都市（東から西を観る）
出典 : fr.golden map.com/Plessis-Robinson
第二次世界大戦後は，ドルタイユの計画（Fig.2
参照）の残りの部分とその周辺も含んで，HLM
（Habitation à loyer modéré）の集合住宅団地が建設
された（Fig.4）．約 2,500 戸の建物は中央大通りに
並行ないし直行方向に配置され，大通り以外の道
路とはほとんど無関係にな配列に見える．
6．市と団地の抱える問題点
同市が 1980 年代に抱えていた問題点としては，
以下の点が挙げられる．その多くは団地において
解決されるべき問題点でもあった．
○ル・プレシ＝ロバンソンは，総面積（約 340ha）
と比較して「団地の領域」が大きいが，そこには
市としての中心が建設されてこなかった．Fig.  6.  低所田園都市の写真と住宅設計図
出典：文献 5
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○上記に関連し，市民の構成が偏っている（1980
年代の居住者の 75％が社会住宅居住者）．また，
団地以外の場所には，戸建て住宅が団地の北を
中心に展開され，住宅立地の地区を分けた．こ
れらは二様の住宅政策の結果でもあった．
○ル・プレシ＝ロバンソンの街の構成は，以下の
様にゾーン分けされているが，これによって生
じる分断は，各ゾーン内の建築の均質性および
ゾーンと地形やゾーンと入居者の状況との相関
関係によって一層深まっている．
・戸建て住宅地区（斜面上）
・HLM タイプの社会住宅地区（高台）
・田園都市（高所と低所）
・ 業務生産地区（テクノロジーパーク・ビジネ
スセンター）
・スポーツやレジャーセンター
 
Fig.  8.  市域の土地利用区分（現況）
出典：文献 1
○都市構造のこの特異性は，街の独特の発展経緯
だけでなく，生活領域を分けた地形が一因でも
ある（Fig.1 参照）．
7． 問題点を解消するための団地の再生
の概要
プレシ・ロバンソンの団地は同市の社会住宅の
約 80％を抱えて，公共交通機関も貧弱であり
1990 年代には貧困なイメージが住宅市場に流布
していた．従って，民間住宅がなかなか建設され
なかった．1989 年からの市の新たな目標は，当
住宅団地の住宅水準を向上させることであり，同
時に 1990 年時点で団地の大部分を構成する社会
賃貸住宅に対し，別な住宅タイプを建設すること
で市の財政のバランスを改善することであった．
その手段は，ビジネスセンターとして再開発が行
われている市西端のプレシ = クラマール地区で
働く人々の居住を促すことであり，市は先ず戦間
期の田園都市のリニューアルに着手した．そのた
めに土地利用計画（POS）は 1992 年 1 月に廃止さ
れ，建設の内容は関係者間の協議にゆだねられる
ことになった（文献 -2　p.26-27）．
7-1．町の核造り
ル・プレシ = ロバンソンの町は，公私の郊外
住宅地開発によって形成され，いくつかの古い公
共建築と 2 つのレストランを除き，タウンセン
ターと呼べるものは無かった．「町の核」造り
Z.A.C.（協調開発区）は，ル・プレシ = ロバンソ
ンの中心を創る目的で，1991 年から実施された
法定事業であった．12ha の敷地は歴史的中心（町
の起源である古い町）であっただけでなく，地理
的にも中心であった．
1990 年に新しい市政府は，「町の核」の通りや広
場に面する建物を伝統主義的な外観にする景観計
画に基づいて，設計を建築家フランソワ・スポエ
リ（ポール・グリモーの新伝統主義的建築意匠によ
る開発を担当）に委託した．当初は，計画に関心を
示す開発業者が 1 社だけと言う様な悪評や野党の
反対で，開発の進捗が停滞したが，開発業者を惹
きつける宣伝の努力が奏功し，徐々に認知度が上
がった．1995 年に市長が再選され，市は 2000 年
までに開発業者を十分に集めることが出来た．
この「町の核」は，広さが 12ha で住宅（約 2.000
人を収容する住宅，10％が社会住宅），新行政セ
ンター，二つの学校，デイケアセンター，体育館，
郵便局，および多くの店舗や地下駐車場が付帯する
中央広場を提供し，また，それらの施設にアクセス
する道路網が再編された．Z.A.C. の約 10 万 m2 の
総 net 床面積は，古い居館（現在の市庁舎）や教会
等の旧市街の建築的価値や，アンリ・セリエ公園
の端という立地により利用が促進された．
7-2．ボア・ド・ヴァレ（ 団地隣接街区）の再開発
1990 年代初頭に，カレッジの移転を機に市は
その空いた土地に市場価格の賃貸住宅や社会住宅
が混在する街区を新伝統主義的建築で新たに建設
することを決めた．マーク & ナダ・ブライトマ
ンによって設計された障害労働者のセンターと憲
兵隊の新しい宿舎も，市場価格の住宅と同じ伝統
的様式で建設された．そのプロジェクトは，郊外
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を改善するためのパイロットプロジェクトとし
て，オー = ド = セーヌ県と住宅公社から資金を
受け，1996 年に完成した．当地区は，街に多様
性をもたらし，また，町の他の部分と容易に接続
できるように設計された．住宅は 408 戸が建設さ
れ，その 1/4 が憲兵用住宅，そして 1/4 が社会住
宅であった．
7-3．低所田園都市の再生
市は戦前の田園都市の建替えを目論んだが，低
所田園都市はフランス建築界の意見ではピクチャ
レスクなランドマークと考えられていたので，基
本的に修繕・改修を行う方針が採用された．1989
年に，低所田園都市の改修と部分的な再建が開始
され，P.L.A.（家賃補助付住宅）の 26 戸が建てら
れた．小集合住宅は 1991~1992 年の間に 102 戸が
OPDHLM（Ofﬁce Public Départment d＇HLM）によっ
て再生された．
7-4．高所田園都市の再生
一方で，低所と高所の田園都市全体としての一
貫性が必要であり，そのために高所田園都市に国
際建築コンペを課すことが 1990 年に承認された．
アリュアン - モデュイ建築事務所案が選定された
のは消去法の結果であった様である．高所田園都
市建替えのフェーズ I および II は，1997 年に完
成した．フェーズ I で 315 戸が，II で 455 戸の
P.L.A. が建設された．しかし，担当設計事務所と
住宅公社の間で建設費に対する意識が異なったの
が原因で，当計画に沿って更に戦前住棟が建替え
られることは無くなった様である．それの現代的
なデザインが現在大いに市から批判されてはいる
が，一方ではこの建替えによって地区の住宅供給
が多様化された事実も認識されている．
□ 1990 年代更新サンプル街区（Fig.5 赤枠）概要：
当街区は RER のロバンソン駅から 800m 以上
離れた団地のほぼ中央部に位置する．高所田園都
市の広範な再編の一環として，1930 年代に建設
された社会住宅による極めて均質な地区の一団の
住棟が，HLM92（オー = ド = セーヌ住宅公社）に
より建替えられた．従前は建物高さが 4 ～ 5 階で
あった構成が，更新後には 6 階建て住棟 3 棟によ
る構成に変更された．1990 ～ 1999 年間の本街区
の諸元の変化を Table 2 に示す．
7-5．新田園都市“La nouvelle cité-jardins”
ル・プレシ＝ロバンソン市は，1999 年に高所
田園都市の残りの部分に関する検討を開始し，
2000 年には第二次大戦以前の住棟の残りを建て
替える建築家として，スポエリと同様に新伝統主
義的建築意匠でこの地区を設計すると表明したザ
ビエル・ボールを選定した（スポエリと共に「町の
核」の設計に携わり，彼の死後に自身の設計事務
所を開設）．市場依存の方向性が 2001 年に決定さ
れ，Z.A.C.（協調開発区）が 2004 年に制定された．
市の評判が好転していたので，このプロジェクト
に多くの開発業者が参加し，事業は順調に進み，
全体は 2009 年に完成した．
21ha の同地区は伝統様式の建築で構成され，約
1km の長さの人工河川を中心に特徴のある景観を
提供している．この新田園都市は 2012 年にはヨー
ロッパ都市計画賞のグランプリを受賞した．
ル・プレシ＝ロバンソンは，再建開始から 20
年後の今では 2 つの商業センターを持ち，それら
は中央通りに沿いに並ぶ商業用途によって接続さ
れている．町の雇用は 50％増加し，魅力的建築
と都市景観は，都市再活性化のモデルともなった．
Table 2.  街区の事業前後の諸元比較（文献 2 より）
1990 年 1999 年
土地面積 約 2.1ha
用途地域 住宅専用地区 住宅専用地区
住戸数 130 戸（62 戸／ ha） 181 戸（86 ／戸 ha）
総ネット床面積 10,400m2 14,480m2
容積率 約 50％ 約 70％
居住者数 185 人（1.4 人／戸） 511 人（2.8 人／戸）
人工密度 88 人／ ha 243 人／ ha
土地利用計画 土地利用計画無し
事業の根拠法 ZAC 外
Fig.  9.  1990 年代の高所田園都市の建替え街区
筆者撮影
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人口も，Table 3 に見るように増加してきている．
7-5-1．新田園都市の詳細
当地区は「町の核」よりも広く，一連のプロセス
が終了するのにほぼ 10 年を要した．社会住宅
250 戸を含む約 1,300 戸の住宅と，6,000m2 の店
舗や公共用途で構成されている．
Fig.  11.  川沿いの景観
出典：市の HP
人工の川を中心に配置され，環境共生都市をコ
ンセプトとしている．川とその周囲の擬似的な自
然を住宅やビルが共有し，建築と自然の調和が目
論まれている．従前は，社会住宅に家庭菜園を併
設することで，自然と建築のバランスを保つ工夫
がなされていた．新田園都市では概念が一新され，
機能主義建築は伝統的意匠の建築に建替えられ
た．そして街区全体を流れる小川のある田舎的景
観の中に，建物，庭，公園，道路等が設けられ，
人は私庭の間や公園を歩く様に工夫された
（Fig.14）．
しかし，本プロジェクトの 250 戸の社会住宅が
他と大幅に異なることは困難であった．そこで，
社会住宅の一部は既存の小規模住棟をリノベー
ションして供給された模様だ．「郊外の空虚で絶
望と悪夢の生活の地に，それらからかけ離れた美
しい建築を投入することで，真に階層ミックスさ
れたモデル地区を創出する」のが市の戦略であっ
た．
Fig.  12.  新田園都市内の既存棟を改修した賃貸住宅（左）
筆者撮影
ザビエル・ボールのアトリエの主導で，12 人
の建築家が参加し，13 人の建築家と 13 のデヴェ
ロッパー及び HLM が，新伝統主義的建築によっ
て街を創るために協働した．多くの不動産企業，
住宅企業が，民間の賃貸や持ち家のタウンハウス
とアパートを建設した．オードセーヌ県住宅公社
は 250 戸の社会住宅を担当した．街の開発者はプ
レシ・ロバンソン経済混合機構（SENPRO）であり，
同社は 6,000m2 の商業床の売却も管理した．（民
間住宅市場の開発に関しては，7 で述べた様に都
市開発の一環としての産業施策で市の西部に開発
Table 3.  1960 年代以降の市の人口推移
年 人口（人）
1968 22,557
1975 22,197
1982 21,239
1990 21,257
1999 21,614
2007 23,242　（Cartesfrance）
2009 26,581
Institut national de la statistique et des ètudes èconomiques
Fig.  10.  新田園都市のドゴール将軍通り沿いの景観
筆者撮影
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された生産・業務地区に勤務する従業員が民間住
宅を取得あるいは賃借することが期待された．）
7-5-2．配置計画
配置計画上では川が大きなテーマになっている
ので，そちらに注意が向かいがちだが，街区内は
従前とは異なり屈曲する道路に沿って建物が配置
され，道路が建物の下を通るゲートも複数箇所あ
り，田舎の村の様な雰囲気を醸している．
Fig.  13.  ゲートウェイをくぐる街区内部
筆者撮影
道路に沿う建物は立面が細かく分節され，微妙
に角度や高さあるいはファサードの意匠や色等が
異なって，建物のスケール感を低減している．
大通り沿いは，建物低層部が店舗等に利用され，
歩行者と建物内の関係が形成されている．しかし，
脇道では住戸の窓も小さく道路と建物の関係は希
薄で，道路は単にアクセス用になっている．もう
少し住戸内の生活感覚が道路に表出されると道路
に活気が出るだろう．一方，川側にはテラスや各
戸の菜園が設けられ，生活の表出が見受けられる．
この川側の空間は，適度な住棟間の広がりと菜園
や川の存在が，田園的雰囲気を醸している．
景観は，石畳，橋，ゲートウェイ，ポーチ，小
広場，建物に囲まれる野外ステージ等の道具立て
で構成され，夫々は別の部位だが，それでいて調
和している．個々の建物は，イル・ド・フランス
地域の伝統を範とし，また，ポール・グリモーを
参照したとも言われている．
7-5-3．サスティナビリティーとその維持装置
文献 3 においてサスティナブル対策として挙げ
られた項目を以下に整理する．
○生物多様性：カモ，サギやバンは同地に営巣し，
水生生物は魚・カエル・イモリやサンショウウ
オ等が居る．池は魚が越冬できる様に 4m 以上
の深さがある．ビオトープの全ての植物は水に
向かう斜面や水際に植えられた．
Fig.  14.  川沿いに建てられた生物多様性の説明サイン
筆者撮影
○川の水密対策と生物の生育：コンクリートや粘
土，ベントナイト等で水密性を保持し，それら
を土で覆っている．ベントナイトは動植物の生
育にも耐久性がある．
○川の浄化：酸素供給用・汚泥運搬用ポンプ，水
噴出有機汚泥攪拌機，浮遊物や砂のフィルター，
鉱物懸濁液浄化装置，紫外線有害微生物除去装
置等が導入され，15,000m3 の水は上記装置で
再生成される．滝は河川水に酸素を供給するの
で，複数個所に配置された．
○余剰有機物の除去：自然の水の流れでは，落ち
葉が分解されるのに長時間を要する．しかし閉
回路では，淀みでの泥や有機物の堆積，蚊の繁
殖等を回避しければならない．ここでは酸素の
注入と余剰有機廃棄物の除去により，有機物の
分解を加速させている．
○水の補給：屋根からの雨水が駐車場や緑地内の
地下に設置された約 1.8m の深さのタンクに蓄
えられ，蒸発水の補充に用いられる．雨水は 9
か月間で約 1 万㎥が蓄えられ，そして夏季には
月に 800m3 の水が消費される．
上記以外に，太陽電池を組み込んだ園路照明の利
用も挙げることができる．
7-5-4．新田園都市の課題
この団地建替えプロジェクトは，欧州の都市計
画賞のグランプリを獲得したが，筆者は手放しで
D04245_大坪明.indd   8 2014/02/06   11:31:40
田園都市プレシ＝ロバンソンの建設と再生に関する研究
－9－
これ称賛することに疑問を感じる．特に以下の点
に問題があると考えている．それはこの新田園都
市が，パンデュ通り沿いの小規模住棟を除き，従
前建物の大部分を解体除却し建替えることによっ
て実現されている点であり，それがサスティナブ
ルと言えるのか大いに疑問を持っている．建物の
解体廃棄と新築は，地球環境への負荷及び資源消
費増大を招いている可能性が大きい．
確かに従前の建物は長大で，配置も均一なもの
であった．しかし，その様な住棟に多様な表情を
つけることは，既存住棟を減築や増築，外装の変
更等によってまったく表情を変えてしまったルシ
アン・クロールが手掛けた事例（例えばアロンソ
ンのペルシーニュ社会住宅の改修）に見るように，
不可能ではない．むしろ，その様な手法も併用し
つつ，構造体として劣化した住棟に限り建替える
手法を採用すべきではなかったのだろうか．
7-6．第二次世界大戦後の HLM 住棟の改修
第二次大戦後にHLMにより建設された住棟も，
現在は徐々に改修されている．それは表面仕上げ
が細石洗い出しの少し大きめのコンクリートブ
ロックで建設されており，色彩が陰鬱な感じは否
めなかった．それに外断熱と明るく豊かなカラリ
ングをほどこし，外観が大きく変わってきている．
 
Fig.  15.  HLM 住棟　上：従前　下：改修後
筆者撮影
8．まとめ
以上の事柄から，当団地の再生・活性化の取り
組みで，我が国の団地再生に関しても有効と考え
られる示唆的事項がいくつか発見できた．
・土地利用計画等の既存建築規制を外し，建設の
内容は関係者の協議に委ねる註）（時代にそぐわな
い規制の廃止は，現状での適切解発見に有効）．
・住宅の所有及び利用の多様化：民間の分譲・賃
貸住宅の導入で，居住者層の多様化を図る．
・住棟の沿道配置と低層階利用：住棟と通りの関
係を重視し，大通り沿い住棟の低層階に店舗等
の住民生活を支える機能を導入し，生活の利便
性向上と楽しみの付与を図る．
・住棟の分節によるスケール感低減：住棟の立面
や高さに変化を持たせ，大きな住棟を分節し小
建築の連続に見せて，スケール感を低減する．
・環境共生：団地内において環境共生の生物多様
性面を重要視し，水辺や植栽あるいは菜園等で
新たな景観を創出する．
・多用な用途の導入：小売りや飲食・サービス業
等の商業用途のみならず，官公庁やホテル等の
必要は様々な用途を導入する．
・団地内外の接続の強化：団地内に道路を新たに
設けて，分断されていた団地内外を接続する．
・住宅政策だけではなく，多様な施策の動員によ
り産業構造を変え，新たな居住者を誘引する．
以上のような点は，我国の団地再生に関して十分
考慮すべき点で，今後はこれらを適用する方策を
現実の団地で検討していく必要がある．
参考文献
1 ） Ville du Plessis-Robinson, 《PLU du Plessis- Robinson - 
Rapport de présentation》
2 ） Institut d＇aménagement et d＇urubanisme de la Région 
Ile-de-France, 《Les Construction de le tissu urbain ex-
istant》, Décembre 2007
3 ） Société d＇économie mixte du Plessis-Robinson,  《Le 
Journal de la Cité-Jardins No.3》, Mai 2008
4 ） Ville du Plessis-Robinson, 《Le archives numérisées, 
Plan du Plessis-Robinson 1932 & 1948》
5 ） Ville du Plessis-Robinson, 《Histoires d＇archives no.15, 
Plan d＇un pavillon de la cité-jardin》
6 ） Libération, 《Une cité de la grande banlieue parisienne 
est vouée à une prochaine démolition.》, 19 Octobre 1990
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Fig.  16.  新田園都市の配置（屋根伏）図（筆者作成　シャルル・ドゴール大通り以東は割愛）
註）：日本においても，この様な協議調整型のまちづくりは次第に普及してきている．当事例の様に，既存規制を全て外すと
いうところまではいかないが，既存規制に加えて協議調整型の手法を採用することにより，よりきめ細かなまちづくりを可
能にする事例が増えている．この度，日本建築学会により「成熟社会における開発・建築規制のあり方—協議調整型ルールの
提案」が編纂・出版された．
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武庫川女子大紀要（自然科学）
???
近年，家庭での主な調理担当者である主婦の有
職率の向上から，食事作りに利便性・簡便性が重
要視されるようになり，手作り料理が減少してい
る 1）．総務省の家計調査 2）によると，食料費に占
める外食費の割合は 18％である．また，従来の
ような家族がそろって決まった時刻に決められた
内容のものを食べるという食事風景が変化し，特
に若年者層に好きな時に，好きなものを，好きな
だけ，好きなように食べるという特徴がみられる
ようになった．家族一人一人の生活時間の違いが，
欠食，孤食，偏食の原因にもなり，好ましくない
食習慣が形成されているとも報告されている 1）．
手作り料理の減少が若年者層の調理離れを引き
起こし，料理のレパートリー，副菜に対するイメー
ジの乏しさや主食・主菜・副菜などの料理の誤っ
た組み合わせの原因となっていると考えられる．
栄養士養成課程の学生にも同様の傾向が見られ，
食生活の乱れや家庭での食事作りの経験の乏しさ
などが問題となっている3）．
献立作成とは，1 回に提供する食事における料
理の構成であり，献立計画は給食の目的に沿って
栄養量，食品構成，喫食者の嗜好，季節，調理法，
色彩の調和，調理に関する諸条件を考慮し，提供
方式に応じた料理を考え組み合わせることであ
献立作成能力向上への取り組み
―献立作成お役立ちツールの作成―
北村　真理
（武庫川女子大学生活環境学部食物栄養学科）
Improving menu-planning skills 
—Development of a “support tool” for menu planning —
Mari Kitamura
Department of food science and Nutrition, School of Human Environmental Sciences,  
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
To provide an educational reference guide that can serve as a“support tool”for menu planning, and there-
by improve the menu-planning skills of its users, we conducted a questionnaire survey of 276 female under-
graduate students pursuing the dietitian profession regarding their views and attitudes toward menu planning, 
and developed a reference guide booklet to menu planning based on the survey results. The survey revealed 
that 50％ of these students did not like menu planning, 81％ found it difﬁcult, and 65％ were not comfort-
able with it, largely due to, according to their responses,“a limited knowledge concerning weights of food 
items, particularly in terms of appropriate portion sizes of vegetables”. Hence, the booklet was designed to 
provide information on vegetables, consisting of: 1） a menu section showing 22 dishes, along with their pic-
tures and ingredient information, such as the weights of food items used; 2） a food-item section presenting 
31 types of vegetables, along with information on their weights; and 3） appendices including a food calendar 
introducing seasonal food variations. The booklet received positive feedback from its viewers in a question-
naire survey. It is suggested that this reference guide reﬂected the needs of individuals who were not comfort-
able with menu planning, and may also have the potential as a useful resource for nutrition education in menu 
planning and cooking.
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る．栄養士養成課程の学生は，将来，栄養，食事
教育を行うものとして，対象者の状況に応じた献
立作成能力が求められる．しかし，学生の作成献
立は，食材の旬がわかっていない．肉や魚，野菜
の種類も使用される種類が限られている．栄養価
計算上は基準量を満たしていても，一人分の重量
として好ましくない値が用いられるなど，学生の
献立作成能力の低さが問題となっている 4）．
このような現状を踏まえ，私たちは栄養士養成
課程の学生が，調理や食材に関する知識を確認で
き，献立作成に活かすことができる資料が必要で
あると考えた．
本研究では，栄養士養成課程の学生の献立作成
に対する意識や問題点を調査し，その結果を基に
調理や食材に関する知識を掲載した学生が献立を
作成する際に役立つ資料を作成し，学生の献立作
成能力の向上につなげることを目的とした．
???
1????????????????
1?????
管理栄養士をめざす大学 4 年生 女子 137 名，
栄養士をめざす短期大学 2 年生女子 142 名を対象
に調査を実施した．調査に関する説明後，同意を
得られた者に質問紙（無記名自記式）を配布し，後
日回収袋にて回収を行った．
2?????
?1???????????
①献立作成の好き嫌い
献立作成の好き嫌いを（1）好き，（2）やや好き，
（3）普通，（4）やや嫌い，（5）嫌い の 5 段階で評
価させた．また，そのように回答した理由につ
いて自由記述方式で回答させた．
②献立作成の難易度
献立作成の難易度を（1）簡単，（2）やや簡単，
（3）普通，（4）やや難しい，（5）難しい の 5 段階
で評価させた．また，そのように回答した理由
について自由記述方式で回答させた．
③献立作成の得意度
献立作成の得意度を（1）得意，（2）やや得意，
（3）普通，（4）やや苦手，（5）苦手 の 5 段階で評
価させた．また，そのように回答した理由につ
いて自由記述方式で回答させた．
?2?????????????
「献立作成時に参考にしたものは何ですか」とい
う質問に対して，「教科書」「本」「インターネット」
「新聞・雑誌」「その他」の 5 項目の選択肢から回
答させた．なお，複数回答可とした．
?3????????????????
「献立作成時に気をつけていることは何ですか」
の質問に対して，「旬」「彩り」「調理形態」「和・洋・
中の組み合わせ」「1 日のバランス」「味付けの重
複」「量・品数」「調理のしやすさ」「その他」の 9
項目の選択肢から当てはまるものを 3 項目回答さ
せた．
?4????????????
「献立作成において困ったことは何ですか」とい
う質問に対して，自由記述方式で回答させた．
?5????????????
「献立作成の際にあれば便利だと思うもの，ほ
しい情報は何ですか」という質問対して，自由記
述方式で回答させた．
?6????????????
ツールに載せて欲しい料理について主食，主菜，
副菜，汁物それぞれに選択肢を設け，回答させた．
その選択肢は，調理学実習の教科書や料理本を参
考に掲載頻度の高かった料理を抽出した．
主食は，「筍ごはん」「豆ごはん」「親子丼」「チャー
ハン」「ちらし寿司」「巻きずし」「栗ごはん」「雑
炊」「三食丼」「オムライス」「赤飯」「炊き込みご
飯」の 12 項目の選択肢から 2 項目回答させた．主
菜は，「野菜炒め」「ハンバーグ」「シチュー」「ギョー
ザ」「肉じゃが」「コロッケ」「チャンジャオロース」
「酢豚」「八宝菜」「ロールキャベツ」「かき揚げ」「春
巻き」「カレー」「天ぷら」「白菜のクリーム煮」の
15 項目の選択肢から 3 項目回答させた．副菜は，
「お浸し」「ごま和え」「酢の物」「かぼちゃの煮物」
「茶碗蒸し」「きんぴらごぼう」「煮浸し」「さとい
もの煮物」「白和え」「ふろふき大根」「筑前煮」「グ
リーンサラダ」「なます」「浅漬け」「五目豆」「卯
の花の炒り煮」「高野豆腐の含め煮」「ひじきの煮
物」「からし和え」「煮豆」「酢みそ和え」「コール
スロー」「揚げ茄子」「若竹煮」の 24 項目の選択肢
から 5 項目回答させた．
汁物は，「みそ汁」「すまし汁」「コンソメスープ」
「けんちん汁」「かす汁」「コーンスープ」「オニオ
ンスープ」「ミネストローネ」「豚汁」「若竹汁」「中
華スープ」の 11 項目の選択肢から 3 項目回答させ
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た．「その他」として，資料に載せてほしい料理に
ついて自由記述方式にて回答させた．
「みそ汁」「サラダ」「野菜炒め」に関しては，各
料理においてよく使う具材を自由記述方式にて回
答させた．
2????????????????????
1?????
管理栄養士をめざす大学 4 年生 女子 31 名を対
象とした．調査に対する説明後，同意を得られた
者に質問紙（無記名自記式）を配布し，後日回収袋
にて回収を行った．
2?????
献立作成においてよく使う野菜を 10 種類以上
自由記述形式で回答させた．
3???????
1.2 のアンケート調査の結果を踏まえ，ツール
の構成を決定した．資料に掲載する料理はアン
ケート調査の結果を参考にした．また料理に使用
する食材の種類・重量ついては，調理学実習の教
科書と給食経営管理実習の教科書を基本とし，教
科書に掲載されていないものに関しては，料理本
を参考にして決定した．食材・調味料の重量に関
して適量であるかを判断するために試作を行い，
訂正が必要なものに対しては再度検討を行った．
その後，資料掲載用の料理を作り，基準となる食
器（お茶碗 幅 11.5cm, 高さ 6.0cm，丼 幅 10.2cm, 
高さ 7.9cm，メイン皿 幅 19.5cm, 高さ 3.0cm，長
皿（焼き魚皿） 幅 20.2cm, 高さ 2.5cm，グラタン皿 
幅 15.7cm, 高さ 5.0cm，シチュー皿 幅 23.0cm, 高
さ 3.2cm，スープ皿 幅 11.5cm, 高さ 6.5cm，汁碗 
幅 10.2cm, 高さ 6.7cm，茶碗蒸し 幅 7.0cm, 高さ 
8.2cm，小鉢 幅 13.0cm, 高さ 4.5cm，サラダボー
ル 幅 11.5cm, 高さ 5.0cm）を使用し，コンパクト
デジタルカメラにて写真撮影を行った．必要な情
報をまとめ，冊子形式のツールを完成させた．
4????????????????????
1?????
管理栄養士をめざす大学 4 年生 女子 22 名を対
象とした．調査に対する説明後，同意を得られた
者に質問紙（無記名自記式）を配布し，後日回収袋
にて回収を行った．
2?????
ツールの試作品の完成後，資料の問題点・改善
点についてアンケート調査を行った．
?1??????????
「ツールを使用したいと思いますか」という質問
で「とても使いたい」「使いたい」「どちらともい
えない」「あまり使いたくない」「全く使いたくな
い」の 5 項目の選択肢から回答させた．
?2??????????
「どのページが一番よいと思いますか」という質
問で「料理のページ」「野菜のページ」「旬の食べ
物カレンダー」「計量カップ・スプーンによる重
量法」「その他」の 5 項目の選択肢から回答させた．
?3????????????
ツールの内容で気になった点について自由記述
形式で回答させた．
???
1????????????????
?1????????????Table. 1?
献立作成好き嫌いでは「好き」と答えた者は 15
名（5.4％），「やや好き」と答えた者は 36 名（13％），
「ふつう」と答えた者は 89 名（32.2％），「やや嫌い」
と答えた者は 85 名（30.8％），「嫌い」と答えた者
は 54 名（19.6％）であった．献立作成の難易度で
は「簡単」と答えた者は 2 名（0.7％），「やや簡単」
と答えた者は 8 名（2.9％），「ふつう」と答えた者
は 43 名（15.6％），「やや難しい」と答えた者は 119
名（43.1％），「難しい」と答えた者は 107 名（38.8％）
であった．献立作成の得意度では「得意」と答えた
者は 4 名（1.4％），「やや得意」と答えた者は 14 名
（5.1％），「ふつう」と答えた者は 80 名（29.0％），「や
や苦手」と答えた者は 86 名（31.2％），「苦手」と答
えた者は 94 名（34.1％）であった．
?2??????????????Table. 1?
「教科書」と答えた者は 166 名（60.1％），「イン
ターネット」と答えた者は 183 名（66.3％），「本」
と答えた者は 172 名（62.3％）「新聞・雑誌」と答
えた者は 18 名（6.5％），「その他」と答えた者は 12
名（4.3％）であった．
?3?????????????????Table. 1?
「「1 日のバランス」162 名（58.7％），「彩り」143
名（51.8％），「和・洋・中の組み合わせ」134 名
（48.6％），「味付けの重複」107 名（38.8％），「調理
のしやすさ」82 名（29.7 ％），「量・品数」72 名
（26.1％），「旬」63 名（22.8％），「調理形態」56 名
（20.3％），「その他」5 名（1.8％）であった．
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?4?????????????Table. 2?
記述内容をまとめると「栄養価計算が難しい・
大変」64 名，「食材の重量がわからない」58 名，「調
味料の適正量がわからない」53 名，「料理のレパー
トリーが少ない」47 名などが多数派の回答として
あがった．
?5?????????????Table. 2?
記述内容をまとめると「1 食での適正な食材の
重量がわかるもの」75 名，「レシピ本や献立例」
63 名，「調味料の使い方や適正量がわかるもの」
44 名などが多数派の回答としてあがった．
?6?????????????Table. 3, 4?
主 食 に つ い て は，「炊 き 込 み ご 飯」150 名
（53.8％），「親子丼」67 名（24.0％），「オムライス」
59 名（21.1％），「ちらし寿司」56 名（20.1％），「筍
ご飯」46 名（16.5％），「チャーハン」44 名（15.8％），
「三食丼」38 人（13.6％），「巻きずし」22 名（7.9％），
「栗ご飯」20 人（7.2％）「雑炊」20 人（7.2％）「豆ご
飯」19 人（6.8％）「赤飯」7 人（6.1％）の順となった．
主菜については，「肉じゃが」122 名（43.7％），
「ハンバーグ」94 名（33.7％），「ロールキャベツ」
92 名（33.0％），「八宝菜」61 名（21.9％），「春巻き」
60 名（21.5％），「コロッケ」59 名（21.1％），「酢豚」
57名（20.4％），「白菜のクリーム煮」56名（20.1％），
「チンジャオロース」42 名（15.1％），「野菜炒め」
40 名（14.3％），「シチュー」40 名（14.3％），「ギョー
ザ」35 名（12.5％）「かき揚げ」28 名（10.0％）「カ
レー」26 名（9.3％）「天ぷら」23 名（8.2％）の順と
なった．
副菜については，「茶碗蒸し」136 名（48.7％），
「ひじきの煮物」122 名（43.7％），「きんぴらごぼ
う」118 名（43.3％），「筑前煮」116 名（41.6％），「か
ぼちゃの煮物」114 名（40.9％），「お浸し」76 名
（27.2％），「若竹煮」69 名（24.7％），「酢の物」60
名（21.5％）「揚げ茄子」57 名（20.4％），「白和え」
54 名（19.4％），「さといもの煮物」48 名（17.2％），
「卯の花の炒り煮」48 名（17.2％），「高野豆腐の含
め煮」48 名（17.2％），「煮豆」46 名（16.5％），「コー
ル ス ロ ー」45 名（16.1 ％），「ご ま 和 え」44 名
（15.8％），「ふろふき大根」35 名（12.5％），「グリー
ンサラダ」34 名（12.2 ％），「酢みそ和え」32 名
（11.5％），「煮浸し」26 名（9.3％），「五目豆」24 名
（8.6％），「浅漬け」17 名（6.1％），「からし和え」
14名（5.0％），「なます」13名（4.7％）の順となった．
汁物については，「ミネストローネ」151 名
（54.1％），「みそ汁」119 名（42.7％），「豚汁」108
名（38.7％），「けんちん汁」86 名（30.8％），「コー
ンスープ」82 名（29.4 ％），「中華スープ」73 名
Table 1.  Menu-planning skills of students （1）－（3）
項　目
回答数
（人）
回答数
（％）
献立作成は好き
ですか 
好き 15 5.4
やや好き 36 13
ふつう 89 32.2
やや嫌い 85 30.8
嫌い 54 19.6
献立作成は簡単
ですか
簡単 2 0.7
やや簡単 8 2.9
ふつう 43 15.6
やや難しい 119 43.1
難しい 107 38.8
献立作成は得意
ですか
（無回答 1 を除く）
得意 4 1.4
やや得意 14 5.1
ふつう 80 29.0
やや苦手 86 31.2
苦手 94 34.1
献立作成で参考
にするもの
（複数回答）
教科書 166 60.1
本 183 66.3
インターネット 172 62.3
新聞・雑誌 18 6.5
その他 12 4.3
献立作成時に気
をつけていること
（1 人 3 つ回答）
1 日のバランス 162 58.7
彩り 143 51.8
和・洋・中の組み合わせ 134 48.6
味付けの重複 107 38.8
調理のしやすさ 82 29.7
量，品数 72 26.1
旬 63 22.8
調理形態 56 20.3
その他 5 1.8
Table 2.  Menu-planning skills of students（4）（5）
項　目 人数
献立作成時に
困ったこと
栄養価計算が難しい、大変 64
食材の重量がわからない 58
調味料の適正量がわからない 53
料理のレパートリーの少ない 47
献立作成時に
必要なもの
1食での適正な食材の重量がわかるもの 75
レシピ本や献立例 63
調味料の使い方や適正量がわかるもの 44
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（26.2％），「すまし汁」52 名（18.6％），「コンソメ
スープ」50 名（17.9％），「かす汁」50 名（17.9％），
「オニオンスープ」42 名（15.1％），「若竹汁」22 名
（7.9％）の順となった．
よく使う食材について，みそ汁の具材では「豆
腐」226 名，「わかめ」214 名，「玉ねぎ」115 名，「油
揚げ」95 名，「大根」93 名，「青ネギ」85 名，「に
んじん」54 名「じゃがいも」44 名が多数派の回答
Table 3.  Selected dishes for the booklet
項　目 回答数（人） 回答数（％） 項　目 回答数（人） 回答数（％）
主食 炊き込みご飯 150 53.8 主菜 肉じゃが 122 43.7
親子丼  67 24.0 ハンバーグ  94 33.7
オムライス  59 21.1 ロールキャベツ  92 33.0
ちらし寿司  56 20.1 八宝菜  61 21.9
筍ご飯  46 16.5 春巻き  60 21.5
炒飯  44 15.8 コロッケ  59 21.1
三色丼  38 13.6 酢豚  57 20.4
巻きずし  22  7.9 白菜のクリーム煮  56 20.1
栗ご飯  20  7.2 チンジャオロース  42 15.1
雑炊  20  7.2 シチュー  40 14.3
豆ご飯  19  6.8 野菜炒め  40 14.3
赤飯  17  6.1 ギョーザ  35 12.5
かき揚げ  28 10.1
カレー  26  9.3
天ぷら  23  8.2
項　目 回答数（人） 回答数（％） 項　目 回答数（人） 回答数（％）
副菜 茶碗蒸し 136 48.7 汁物 ミネストローネ 151 54.1
ひじきの煮物 122 43.7 みそ汁 119 42.7
きんぴらごぼう 118 42.3 豚汁 108 38.7
筑前煮 116 41.6 けんちん汁  86 30.8
かぼちゃの煮物 114 40.9 コーンスープ  82 29.4
お浸し  76 27.2 中華スープ  73 26.2
若竹煮  69 24.7 すまし汁  52 18.6
酢の物  60 21.5 コンソメスープ  50 17.9
揚げ茄子  57 21.5 かす汁  50 17.9
白和え  54 19.4 オニオンスープ  42 15.1
さといもの煮物  48 17.2 若竹汁  22  7.9
卯の花の炒り煮  48 17.2
今回のツールで採用した料理高野豆腐の含め煮  48 17.2
煮豆  46 16.5
コールスロー  45 16.1
ごま和え  44 15.8
ふろふき大根  35 12.5
グリーンサラダ  34 12.2
酢みそ和え  32 11.5
煮浸し  26  9.3
五目豆  24  8.6
浅漬け  17  6.1
からし和え  14  5.0
なます  13  4.7
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としてあがった．サラダの具材では，「レタス」
228 名，「トマト」208 名，「きゅうり」176 名，「キャ
ベツ」136 名，「玉ねぎ」62 名，「ブロッコリー」
43 名，「にんじん」40 名，「コーン」35 名，「ハム」
25 名が多数派の回答としてあがった．野菜炒め
の具材では，「キャベツ」227 名，「にんじん」226
名，「玉ねぎ」152 名，「ピーマン」149 名，「もやし」
127 名，「豚肉」87 名，「しめじ」15 名が多数派の
回答としてあがった．
2?????????????????????
?Table. 5?
「キャベツ」31 名，「にんじん」30 名，「トマト」
29 名，「玉ねぎ」25 名，「ほうれん草」，「レタス」
各 23 名，「きゅうり」20 名，「ピーマン」18 名，「か
ぼちゃ」「大根」各 17 名，「ブロッコリー」14 名，「白
ネギ」13 名，「白菜」12 名，「なす」11 名，「もやし」
10 名，「みつば」，「水菜」各 5 名，「しょうが」，「オ
クラ」各 4 名，「小松菜」「ごぼう」「アスパラガス」
各 3 名，「れんこん」「チンゲン菜」「しそ」「青ネ
ギ」各 2 名「にら」「たけのこ」「さやえんどう」「さ
やいんげん」「アボガド」各 1 名と全 31 種類の野
菜があがった．
3????????Fig. 1?
献立作成に関するアンケートから，献立作成に
対して「好きじゃない・難しい・苦手」と感じてい
る学生が多く，さらに，野菜の重量がわからない，
1 品での食材の適正重量がわかるものが欲しいと
いう意見があった．また，学生は野菜を中心とし
た副菜に対するイメージが乏しいなどの報告 5,6）
も考慮し，今回作成したツールは野菜を中心とし
た構成にした．内容は以下の通りである．
①料理のページ
献立作成に関するアンケートの結果から，掲載
する料理を主食は「親子丼」「チャーハン」「ちら
し寿司」「炊き込みごはん」，主菜は「肉じゃが」
「ビーフシチュー」「ロールキャベツ」「野菜炒め」
「八宝菜」，副菜は「ほうれん草のお浸し」「きゅう
りの酢の物」「かぼちゃの煮物」「茶碗蒸し」「き
Table 4.  The main ingredients of a dish
料理 具材 回答数（人） 料理 具材 回答数（人） 料理 具材 回答数（人）
みそ汁 豆腐 226 サラダ レタス 228 野菜炒め キャベツ 227
わかめ 214 トマト 208 にんじん 226
玉ねぎ 115 きゅうり 176 玉ねぎ 152
油揚げ 95 キャベツ 136 ピーマン 149
大根 93 玉ねぎ 62 もやし 127
青ネギ 85 ブロッコリー 43 豚肉 87
にんじん 54 にんじん 40 しめじ 15
じゃがいも 44 コーン 35
ハム 25
Table 5. Vegetables used for menu-planning
野菜の種類 回答数（人） 野菜の種類 回答数（人） 野菜の種類 回答数（人）
キャベツ 31 白ネギ 13 れんこん 2
にんじん 30 白菜 12 チンゲン菜 2
トマト 29 なす 11 しそ 2
玉ねぎ 25 もやし 10 青ネギ 2
レタス 23 みつば  5 にら 1
ほうれん草 23 水菜  5 たけのこ 1
きゅうり 20 しょうが  4 さやえんどう 1
ピーマン 18 オクラ  4 さやいんげん 1
大根 17 小松菜  3 アボカド 1
かぼちゃ 17 ごぼう  3
ブロッコリー 14 アスパラガス  3
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んぴらごぼう」「筑前煮」「ひじきの煮物」「サラダ」，
汁物は「みそ汁」「けんちん汁」「コーンスープ」「ミ
ネストローネ」「中華スープ」の全 22 種類とした．
料理の出来上がり写真と調理前の各食材の写真，
使用する食材とその重量，栄養価計算結果（エネ
ルギー量・たんぱく質量・脂質量・炭水化物量・
塩分相当量），料理にちなんだコメント（豆知識）
から構成した．「野菜炒め」「サラダ」「みそ汁」の
① Menu section ② Food-item section
③ appendices
Fig.  1.  The contents of a booklet
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具材はアンケート結果で上位に上がったものを中
心とし，数種類の食材の写真と重量を掲載し，各
料理に適正な重量となるよう食材が選べるページ
を設けた．「炊き込みご飯」「けんちん汁」「ミネ
ストローネ」「中華スープ」の具材も一般的に用い
られるものを中心に数種類の食材の写真と重量を
掲載し，各料理に適正な重量となるよう食材が選
べるページを設けた．
②野菜のページ
献立作成時によく使う野菜のアンケートであ
がった 31 種類の各野菜の重量とその野菜の代表
的な調理例から構成した．
③おまけのページ
旬の食べ物カレンダー，計量カップ・スプーン
による重量法，撮影に使用したお皿の紹介の 3 つ
から構成した．
4???????????????????
?1???????????Fig. 2?
「とても使いたい」と答えた者は 14 名（67％），
「使いたい」と答えた者は 7 名（33％），無回答 1 名，
「どちらともいえない」「あまり使いたくない」「全
く使いたくない」と答えた者はいなかった．
?2???????????Fig. 3?
「料理のページ」と答えた者は 13 名（62％），「野
菜のページ」と答えた者は 3 名（14％），「旬の食べ
物カレンダー」と答えた者は 4 名（19％），「計量
カップ・スプーンによる重量法」と答えた者は 1
名（5％），「その他」と答えた者はいなかった．
?3?????????????Table. 6?
「料理の種類をもっと増やして欲しい」，「調理
手順を載せて欲しい」「料理の出来上がり重量も
書いて欲しい」「栄養価に食物繊維の値も載せて
ほしい」「野菜の切り方のレパートリーを載せて
ほしい」「お皿の写真にお箸やマットなど大きさ
の比較ができるものを一緒に載せてほしい」とい
うような意見があがった．
???
今回の調査から多くの学生は献立作成を「好き
じゃない・苦手・難しい」と消極的なイメージを
抱いていることが分かった．その原因の 1 つとし
て「食材の重量がわからない」ことが示唆された．
栄養士養成施設の学生に食品の重量推定の能力に
ついて調べた研究 7）でも全般的に正解者が少ない
と報告されており，学生の献立作成における食品
の重量推定の能力は大きな課題となっている．同
じ食品および調理操作でも，小さな食品の場合に
は調理前の食品の可食部重量がどのくらいの容積
の料理になるかが分かりにくいことなどの報告も
ある 8）．このことからも料理に対する食材の重量
を理解することが献立作成能力の向上につながる
ことが示唆された．今回の調査で「食材の適正量
が分からない」と答えた者の中で，特に「野菜の重
量が分からない」と答えた者が多かった（データ未
掲載）．野菜は調理により形態の変化が大きい食
品であり，重量把握が難しいとの報告 9）や，葉物
67?
33?
???????
????
Fig.  2.  Feedback of the booklet（1）
62?
14?
19?
5?
??????
??????
??????????
???
Fig.  3.  Feedback of the booklet（2）
Table 6.  Feedback of the booklet （3）
ツールに対する問題点、改善点
料理の種類をもっと増やしてほしい
調理手順を載せてほしい
料理の出来上がり重量も書いてほしい
栄養価に食物繊維の値も載せてほしい
お皿の写真にお箸やマットなど大きさの比較ができるものを載せてほしい
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野菜は実測量と目安量に違いが生じやすく，食品
を習慣的に秤量し，食品の正しい重量と目測量の
関係を自覚させる必要があるとの報告 10）もある．
このように食品の中でも野菜の重量推定能力の育
成が重要であることが示唆された．
主食・主菜・副菜の 3 つの料理区分で学生が発
想できる料理数を調べた研究 5）では，野菜を中心
として使用する副菜の発想数が 1 番少ないという
報告がある．学生が作成した献立内容を調査した
別の研究でも，副菜のうちサラダの出現頻度が非
常に高いという報告もされている 6）．食材の中で
も特に野菜料理のレパートリーの数が乏しく，献
立作成を困難にしていると考えられる．栄養士養
成課程の学生に自分のレパートリーにしたい料理
を質問した研究 8）では，普段よく食べる料理，家
にある食材で作れる料理を望む声を多かった．本
ツールは野菜料理を中心とした構成とし，さらに
野菜のページでは学生が良く使用すると回答した
31 種類の野菜の重量，調理例を記載した．この
ようなニーズに対応する本ツールは学生の野菜の
重量推定能力の向上，野菜料理のレパートリーを
増やすことに寄与できると思われる．
献立作成能力向上の必要性からも栄養士・管理
栄養士養成課程のカリキュラムにも献立作成に関
する授業が多く取り入れられている．しかし，授
業で学んだ調理や食材に関する知識を上手く活か
すことが出来ていないのが現状である．本ツール
に載せてほしい料理の質問においても，基本的な
料理が上位を占め，実際に食べた・調理した経験
があっても，材料や作り方までは覚えられておら
ず，調理や食材に関する知識を学んだ後に再度確
認できるツールの必要性が示唆された．
 学生が献立作成を難しい・苦手と感じる原因
として，食材に触れる機会や調理の頻度が少ない
ことも考えられる．喫食経験や調理経験も献立作
成能力に多く関与しており，自宅での食事作りを
良くしている者は作れる料理数が多く，調理経験
の少ない学生は単純調理操作の料理を献立に選択
し，調理に要する時間も有意に長いと報告されて
いる 5）家庭での食事作りの経験が，献立作成能力
に影響を及ぼすとの報告も多い 11, 12, 13）．今回の調
査からも料理をする頻度が月に 2 回以下と回答し
たものが半数以上であった（データ未掲載）．料理
が好きであることが献立作成能力の高さと結びつ
く要因であるという報告 12）もある．大学の授業
だけではなく，日頃から料理や調理をすることに
関心をもち，家庭でも積極的に料理をすることが
献立作成能力の向上への近道の 1 つであると考え
られる．
作成したツールは，掲載した料理や内容は学生
へのアンケート調査の結果をもとに決定し，料理
の出来上がり写真，調理前の各食材の写真や重量，
栄養価計算などを記載した．さらにおまけのペー
ジとして「旬の食べ物カレンダー」，「計量カップ・
スプーンによる重量法」を追記した．これは大学
生において食材の旬について「よく知っている」と
答えた者に比べ「あまり知らない」と答えた者が約
3 倍であるという報告 9）があり，今回の調査にお
いても献立作成時に旬の食材について気をつけて
いると回答した者は少なかった．栄養士養成課程
の学生は調味料の適正量を判断することが難し
く，数量化した値で教育することが望ましいとい
う報告もされている 14）．このように献立作成時に
は食材の重量以外にも旬に対する知識，調味料に
対する知識を確認する必要性が示唆されたため掲
載した．
試作品完成後のアンケートでは「ツールを使い
たい」という回答を多く得ることができた．本ツー
ルは上記のような学生（使用者）のニーズを取り入
れたことが高評価を得た理由であると推察され
る．献立作成について既に学習していても，実際
に献立を作成するには時間がかかってしまい，良
い献立にしようとする余力がない学生が多いとい
う報告 15）があることからもこのようなツールの
必要性がわかる．
今回はツールの作成を中心に研究を行ったた
め，実際の献立作成時に使用してもらうまでには
至らなかった．今後は，実際の献立作成時での本
ツールの有効性を検討すると同時に試作品完成後
のアンケートから得た意見も踏まえ改訂を行うこ
とも必要であると考えている．
???
本研究を行うにあたりご協力頂きました北村研
究室 H24 年度卒論生に深く感謝いたします．
????
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経皮内視鏡的胃瘻造設術（Percutaneous endo-
scopic gastrostomy：PEG）は 1980 年に Ponsky 及び
Gauderer らにより発表され 1），外科的な開腹胃瘻
造設術に比べ，手技が簡便で経済性が高く，合併
症も少ないこと 2）が報告されている．
PEG の適応について消化器内視鏡ガイドライ
ン 3）では，必要な栄養を自発的に経口摂取出来ず，
4 週間以上の生命予後が見込まれる症例と定めら
れている．適応疾患には，脳血管疾患，認知症，
神経筋疾患などが挙げられるが，予後調査は主に
脳血管疾患や認知症において報告されており，国
外では，脳血管疾患や認知症に対する PEG 施行
神経筋疾患専門病院における PEG 施行患者の
予後予測栄養因子の検討
鞍田　三貴 1），西　真理絵 2），藤村　真理子 3），里中　和廣 4）
1）武庫川女子大学生活環境学部食物栄養学科
2）社会福祉法人　枚方療育園　医療福祉センターさくら栄養管理室
3）国立病院機構　刀根山病院　栄養管理室
4）国立病院機構　兵庫中央病院　消化器内科
Prognostic nutritional factor of Patients undergoing Percutaneous  
endoscopic gastrostomy in neuromuscular disease specialized hospital．
Miki Kurata1）, Marie Nishi2）, Mariko fujimura3）, Kazuhiro Satonaka4）
1）Department of Food Sciences and Nutrition, School of Human Environmental Sciences, 
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
2）Hirakata Ryoikuen Social welfare corporation
Iryo Fukushi Center Sakura Nutrition Management Office, Hyogo 669-1357, Japan
3）Toneyama National Hospital Nutrition Management Office, Osaka 560-8552, Japan
4）Hyogo-Chuo National Hospital department of medical gastroenterology, Hyogo 669-1592, Japan
Abstract
This study aimed to extract prognostic nutritional factors in patients undergoing percutaneous endoscopic 
gastrostomy in a hospital specializing in neuromuscular diseases. One-year survival analysis was conducted 
using the Cox proportional-hazards model analysis and the log-rank test.
The results of the 1-year survival analysis revealed that patients with a preoperative tracheotomy, patients 
who required nutritional support through the digestive tract and high levels of serum albumin （Alb） and he-
moglobin （Hb） were more likely to survival. Analysis of long-term survival using the log-rank test identiﬁed 
Alb more than 3.5g/dl, PNI more than 40, Hb more than 12g/dl and requiring a preoperative tracheotomy or 
nutritional support through the digestive tract as signiﬁcant variables. According to the Cox proportional-
hazards model, the presence or absence of tracheotomy and Alb were identiﬁed as preoperative prognostic 
nutritional factors.
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患者の 1 年死亡率が 35.8％～ 55％ 4-6），本邦では
34 ～ 49％ 7, 8, 9, 10）である．
PEG 適応疾患の一つである神経筋疾患では，
経過中に嚥下障害が起こるため栄養補給の手段と
して PEG が選択される．マラスムス型栄養障害
を特徴とし，BMI 値は低い傾向 11）が見られる．
筋委縮性側索硬化症（Amyotrophic lateral sclerosis：
ALS）患者における PEG は，呼吸状態の良好な時
期，とくに動脈血二酸化炭素分圧の上昇する前に
行うことが望ましく 12），ガイドラインには心肺
機能が維持できている時期での PEG 施行が定め
られている 13）．このように神経筋疾患は脳血管
疾患とは異なる病態であるが，神経筋疾患におけ
る PEG 施行後の生存率や予後を予測する栄養因
子に関する報告は極めて少ない．
そこで本研究では，神経筋疾患専門病院におい
て PEG 施行患者の生存に影響する術前背景及び臨
床指標を検討し，神経筋疾患専門病院における予
後予測術前栄養因子を抽出することを目的とした．
???
2005 年 4 月から 2010 年 3 月までの期間に，国
立病院機構兵庫中央病院において新規に PEG を
施行した 158 症例のうち，予後調査（転院先に調
査票を郵送）で生存日数を確認した 74 症例（女性
39 症例，男性 35 症例）を対象とした．
全対象を 1 年生存群，死亡群に分類し，Table 1
の調査項目を用いて 2 群間比較を行った．次に，
Logrank 検定による生存解析を Fig.1 に示すカッ
トオフを用いて，3 ヶ月，6 ヶ月，1 年時点で行っ
た．
統計学的検定法として，2 群間の比較には，
Student＇s t-test，Mann-Whitny U-test，x2-test を使用
した．生存率の算出は kaplan-Meier 法にて行い，
有意差検定は Logrank 検定を用いた．また，予後
予測栄養因子の抽出には，Cox 比例ハザードモデ
ルを使用した．統計学的有意水準は両側 5％未満
とした．
本研究は，国立病院機構兵庫中央病院倫理審査
委員会による審査で許可を得て実施した．
???
1??????
対象の背景を Table 2 に示す．年齢の中央値は
78 歳，男性 35 症例，女性 39 症例，入院から
PEG 施行までの日数の中央値は 49 日，疾患の内
訳は，神経筋疾患 37 症例（50％），脳血管疾患 20
症例（27％），認知症 11 症例（15％），その他 6 症
例（8％）である．糖尿病は 13 症例（18％），NST
依頼症例は 43 症例（58％），コミュニケーション
レベルは，良好 19 症例（25.7％），普通 33 症例
（44.6％），不可 22 症例（29.7％）である．気管切開
有り症例は 12 症例（16.2％），術式は Pull 法 58 症
例（78.4％），Introducer 変法 15 症例（20.3％），開
腹 1 症例（1.4％）である．誤嚥性肺炎有り症例は
43 症例（58.1％），食道裂孔ヘルニア有り症例は
31 症例（41.9％）であった．BMI 値 16.6kg/m2，Alb
値 3.2g/dl，PNI39.5，Hb 値 11.6g/dl，TLC-
1346mm3，CRP 値 1.1mg/dl であった．また消化
管のみ使用症例は 30 症例（40.5％）であった．
Table 1.  調査項目
背景因子
年齢，栄養サポートチーム（NST）依頼，術式，
気管切開，誤嚥性肺炎の既往，食道裂孔ヘ
ルニアの既往
栄養指標 BMI, Alb, Hb, PNI, TLC, CRP
栄養補給方法
消化管のみ使用，消化管+静脈栄養（PN）併用，
PN のみ使用
BMI : Body Mass Index 　Alb : 血清アルブミン
PNI14）: Prognostic nutritional index=（10 × Alb）+（0.005 × TLC）
Hb : 血清ヘモグロビン値　TLC : 総リンパ球数
CRP : C 反応性たんぱく質
Fig.  1.  生存解析のカットオフ
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2?1???????????????????
???
1 年生存群は 35 症例（47.3％），死亡群は 39 症
例（52.7％）であった．年齢，性別，入院から PEG
施行までの日数，糖尿病の有無，NST 依頼の有無，
コミュニケーションレベル，術式，誤嚥性肺炎の
既往，食道裂孔ヘルニアの有無に両群で有意差は
認められなかった．気管切開有り症例は，1 年生
存群 9 症例（26％），死亡群 3 症例（8％）と，生存
群で高率であった（p<0.05）．Alb 値は，1 年生存
群 3.4g/dl，死亡群 3.1g/dl，Hb 値は 1 年生存群
12.1g/dl，死亡群 11.4g/dl といずれも生存群で有
意に高値であった（p<0.05）．BMI 値，PNI，TLC，
CRP 値は両群で有意差は認められなかった．
また，栄養補給方法は，1 年生存群で消化管の
み使用が 20 症例（57％），死亡群 10 症例（26％）と
生存群で高率であった（p<0.05）（Table 3）.
3??????????????????
Logrank 検定において年齢，性別，入院から
PEG 施行までの日数，糖尿病の有無，NST 依頼
の有無，コミュニケーションレベル，術式，誤嚥
Table 2.  対象の背景（74 症例）
対象の背景
年齢（歳） 78（72-84）
性別（男／女）＊ 35/39
入院から PEG 施行までの日数 49（11-149）
疾患（例）＊
（神経筋疾患／脳血管疾患／認知症／その他）
37/20/11/6
糖尿病（無／有）＊ 61/13
NST 依頼（無／有／不明）＊ 24/43/7
コミュニケーションレベル
（良好／普通／不可）＊
19/33/22
気管切開（無／有）＊ 62/12
術式（Pull 法／ Introducer 変法／開腹）＊ 58/15/1
誤嚥性肺炎の既往（無／有）＊ 31/43
食道裂孔ヘルニア（無／有／不明）＊ 40/31/3
BMI（kg/m2） （n＝52） 16.6（14.8-20.3）
Alb（g/dl） （n＝71） 3.2（2.8-3.5）
PNI （n＝53） 39.5（34.1-42.6）
Hb（g/dl） （n＝72） 11.6（10.6-13.0）
TLC（mm3） （n＝54） 1346（936-1778）
CRP（mg/dl） （n＝63） 1.1（0.3-2.7）
術前栄養補給方法＊
（消化管のみ／ PN 併用／ PN のみ）
30/17/27
Value are expressed as median（inter-quartile range）
＊Values are expressed as number.
Table 3.  1 年生存群と死亡群の術前背景と臨床指標
1 年生存群
n＝35（47.3％）
1 年死亡群
n＝39（52.7％）
P-value
年齢（歳） 77（72-82） 79（75-85） 0.10
性別（男／女）‡ 14/21 21/18 0.23
入院から PEG 施行までの日数 40（8-137） 67（15-148） 0.45
糖尿病（無／有）‡ 29/6 32/7 0.93
NST 依頼（無／有／不明）‡ 12/21/2 12/22/5 0.93
コミュニケーションレベル（良好／普通／不可）‡ 9/14/12 10/19/10 0.68
気管切開（無／有）‡ 26/9 36/3 0.04 ＊
術式（pull 法／ Introducer 変法／開腹）‡ 28/6/1 30/9 0.57
誤嚥性肺炎の既往（無／有）‡ 15/20 16/23 0.83
食道裂孔ヘルニア（無／有／不明）‡ 21/12/2 19/19/1 0.25
BMI（kg/m2） 17.9（15.1-20.8） 16.0（14.6-20.2） 0.23
Alb（g/dl）† 3.4（3.0-3.6） 3.1（2.7-3.4） 0.04 ＊
PNI † 42（38-44） 38（34-42） 0.17
Hb（g/dl）† 12.1（10.9-13.1） 11.4（10.2-12.4） 0.05 ＊
TLC（mm3） 1346（926-1649） 1405（947-1781） 0.96
CRP（mg/dl） 0.6（0.1-4.0） 1.1（0.4-2.2） 0.72
栄養補給方法‡（消化管のみ／ PN 併用／ PN のみ） 20/6/9 10/11/18 0.02*
Value are expressed as median（inter-quartile range）
‡ Values are expressed as number.
＊value indicates a statistical signiﬁcance.
Mann-Whitny U-test
‡ x2-test
† Student＇s t-test 
D04245_鞍田・西・藤村・里中.indd   23 2014/02/06   11:35:40
（鞍田，西，藤村，里中）
－24－
性肺炎の既往，食道裂孔ヘルニアの有無に関して，
生存期間に有意差は認められなかった．PNI40 以
上の症例が 6 ヶ月時点で生存期間が長期であっ
た．また Alb 値 3.5g/dl 以上，Hb 値 12g/dl 以上，
消化管のみを使用した症例が 6 ヶ月及び 1 年時点
で生存期間が有意に長期であった．さらに，気管
切開有り症例が 1 年時点において生存期間が有意
に長期であった（Table 4）． 
4???????????
PEG 施行後 1 年生存に最も影響を与える術前
栄養因子は，気管切開の有無（ハザード比（HR）
0.24：95 ％信頼区間（Cl）0.07 ～ 0.78）と Alb 値
（HR0.25：95％ Cl0.11 ～ 0.57）であった（Fig.2）．
有意差が認められた気管切開の有無と Alb 値に
ついて，kaplan-Meier 法にて生存曲線を図式化し
たものを Fig.3-4 に示した．（Fig.3-4）． 
???
神経筋疾患専門病院において，PEG を施行し
Table 4.  術前背景及び臨床指標と生存率の関係（Logrank 検定）
術前因子 カットオフ
P-value
3 ヶ月 6 ヶ月 1 年
年齢（歳） 78 0.94 0.79 0.17
性別 男 vs 女 0.24 0.90 0.46
入院から PEG 施行までの日数 49 0.18 0.08 0.15
糖尿病 無 vs 有 0.97 0.35 0.81
NST 依頼 無 vs 有 0.71 0.37 0.87
コミュニケーションレベル 良好 vs 普通 vs 不可 0.50 0.94 0.68
気管切開 無 vs 有 0.11 0.06 0.05 ＊
術式 Pull 法 vs　Introducer 変法 0.72 0.30 0.50
誤嚥性肺炎の既往 無 vs 有 0.52 0.68 0.75
食道裂孔ヘルニア 無 vs 有 0.12 0.33 0.20
BMI（kg/m2） 18.5 0.59 0.37 0.61
Alb（g/dl） 3.5 0.13 <0.01 ＊ 0.04 ＊
PNI 40 0.08 0.04 ＊ 0.10
Hb（g/dl） 12 0.22 0.05 ＊ 0.02 ＊
TLC（mm3） 1200 0.36 0.86 0.56
CRP（mg/dl） 1.1 0.65 0.78 0.93
栄養補給方法 消化管のみ vsPN 併用 vsPN のみ 0.58 0.04 ＊ 0.02 ＊
＊value indicates a statistical signiﬁcance.
Fig.  2.  1 年生存に影響する術前栄養因子
Cox proportional hazards models ?value indicates a statistical significance.
????
Hazard ratio
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た患者の 1 年生存率は 47.3％，死亡率は 52.7％で
あった．本邦の一般病院における PEG の予後調
査では，1 年死亡率は 34 ～ 49％ 7, 8, 9, 10）と報告さ
れており，今回検討した神経筋疾患専門病院は一
般病院と比べて予後が悪い傾向であった．その理
由として，脳血管疾患や認知症患者は，嚥下訓練
を行うことで嚥下機能が回復する場合があるが，
本研究の対象は約 50％が神経筋疾患であり，疾
患の進行に伴う嚥下困難や呼吸状態の悪化が予後
に影響したと考えられる．また，生存日数が判明
している症例のみを対象としたことも影響を与え
たと推察される．
1 年生存群，死亡群における比較では，1 年生
存群で気管切開有り症例の割合が多く，Alb 値，
Hb 値が高値であり，消化管使用症例が有意に多
い結果が得られた．これは，生存群は PEG 施行
前に気管切開を行うことで呼吸状態を良好にし，
経鼻栄養もしくは経口摂取を継続していた症例が
多く，死亡群では PN により管理されている症例
が多いため，術前の栄養状態が不良であったと言
える．
Logrank 検定において，気管切開有り症例，
Alb 値 3.5g/dl 以上，PNI40 以上，Hb 値 12g/dl 以上，
消化管のみを使用した栄養補給症例で生存期間が
有意に長期であった．これまで脳血管疾患や認知
症患者を対象とした研究で，Alb 値 15, 16, 17）や Hb
値 15），PNI18, 19）の低下が予後に影響するというこ
とや，PEG 施行前の消化管未使用例や消化管未
使用期間の長い症例では，PEG 施行後の生存率
が低いことが知られており 20, 21），神経筋症例にお
いても，術前の栄養状態が PEG 施行後の生存率
に影響する可能性が示唆され，積極的な消化管を
使用した栄養補給の重要性が再認識できる．多変
量解析において，予後を予測する術前栄養因子と
して気管切開の有無，Alb 値が抽出された．神経
筋疾患は，疾患の進行とともに嚥下障害，四肢の
筋力低下，呼吸筋の麻痺が起こり，呼吸状態が悪
化する．また，球麻痺や呼吸筋麻痺を呈している
場合，PEG 施行時の内視鏡操作はリスクを伴う
と報告されている 12）．このような病態を伴う神経
筋疾患に対しては気管切開により呼吸状態を安定
させてからの PEG を推奨するべきであろう．
以上より，神経筋疾患専門病院における PEG
施行患者に対しては，PEG 施行前の呼吸状態を
安定させ，全身状態，栄養状態を良好にすること
が重要であると考えられる．
著者の COI（comﬂicts of interest）開示：本論文
発表内容に関して特になし．
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Fig.  3.  気管切開有無別にみた累積生存率
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Fig.  4.  Alb 別にみた累積生存率
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近年，猛暑の続く夏を快適に過ごすため，各種
の涼感素材が衣料品や寝具等に取り入れられてい
る．涼感を得るために，従来の吸汗・速乾性に加
え，最近では接触冷感などの新しい機能性を持つ
ポリエステルと吸水性の高い綿やキュプラ，レー
ヨンなどが組み合わされた製品も多く販売され，
それらは接触冷感素材として多用されている．ま
た，素材表面への接触によるべたつきや纏わりを
軽減するために，接触面積を減らした織構造にす
るなど，様々な創意工夫によって涼感素材の開発
がなされている 1⊖3）．そのような涼感素材の中に
あって，従来からの最も接触冷感に優れている繊
維素材「麻」にも目が向けられ，最近は皺になりや
すい欠点を活かし皺加工を施した麻素材が多く取
り扱われるようになってきている．
高温多湿の日本の夏において，風通しが良くさ
らっとした冷たい肌触りの「麻」は，日本の風土に
極めて適応した衣料素材として古くから用いられ
涼感素材として注目される麻織物の表面特性と快適性
―「小千谷縮」を中心に―
竹本由美子，奥野　温子
（武庫川女子大学生活環境学部生活環境学科）
Surface Properties and Comfortability of  
Ramie Textiles as Cool Materials  
Case of “Ojiya-chijimi”
Yumiko Takemoto, Tsumuko Okuno
Department of Human Environmental Sciences, School of Human Environmental Sciences,
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
Linen textiles have drawn much attention as cool materials in recent summer season.  Ojiya-chijimi is the 
ramie textile given a beautiful crinkled or crepe-like texture by the procedure called ‘SHIBODATE’ during 
‘YUMOMI’, which consists of soaking in hot water, rubbing to remove starch and trampling or crumpling. 
From such distinctive production techniques, Ojiya-chijimi represents Japanese linen and ramie fabrics as 
Japanese traditional products and country’s intangible cultural heritages registered by UNESCO.  Hereafter, it 
is important to inherit and develop their traditional technique, and produce new market to increase the de-
mand.  In recent years, new attempt has been made to apply Ojiya-chijimi to other various products such as 
western clothes and bedclothes in addition to traditional Japanese clothes.
In this study, we explained characteristics of Ojiya-chijimi and examined to evaluate comfortability of Oji-
ya-chijimi-fu for bed sheets by comparing with other natural materials.  It was found that Ojiya-chijimi-fu 
tends to change in the crepe-like texture by friction to the direction against crepe-like creases and drying un-
der the ﬁxed state.  Moreover, it was proved that Ojiya-chijimi-fu has excellent moisture-desorbing property 
for bed sheets compared with other materials.
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てきた．中でも，表面にシボ（皺）の加工が施され
た小千谷縮布は，適度なシボがあることによって
通気性が増すことから，涼感のある夏の衣料とし
て珍重され 4），昭和 30 年に国の重要無形文化財
に，昭和 50 年に伝統的工芸品に指定され，さら
に平成 21 年にはユネスコ無形文化遺産として登
録された日本を代表する麻織物である．
小千谷縮布の特徴であるシボは，織りあがった
反物の糊や汚れ，余分な染料などを洗い流す「湯
もみ」の工程で，Fig.1 にみられる「シボ立て」をお
こなうことで得られる 4）．このような工程の他に，
Fig.2 に示した現在希少な工程となっている「雪晒
し」も，重要な仕上げ工程であり，織り上がった
反物を春先の天候の良い日に雪上に広げて晒すこ
とで漂白され，色目が落ち着き風合いも良くなる
とされている 5）．小千谷縮布のユネスコへの登録
は，雪晒しなどの雪国文化の特質を活かし，苧麻
という昔ながらの原料を用いて，加工技術全般に
わたる純粋な古法を伝えている貴重性が高く評価
されたものである 5，6）．
Fig.  1.  The creation of crepe-like texture 
of Ojiya-chijimi-fu.
Fig.  2.  Exposing procedure of Ojiya-chijimi-fu on snow in 
Ojiya City, Niigata Prefecture, our own experience.
このように自然の力や人的な力によって独特の
風合いが醸し出される小千谷縮布であるが，残念
なことに今日では生産量がごく僅かとなり，生産
技術者の高齢化や後継者不足など多くの問題を抱
え，伝統技術の未来への継承が懸念されることか
ら，近年，これまで主に和服地として用いられて
きた小千谷縮布を，Fig.3 のような一般衣料服地
やシーツ等に利用する試みがおこなわれている．
そこで本研究では，小千谷縮布を一般衣料服地
として使用した場合の特性について検討すると共
に，シーツ素材としての小千谷縮布の快適性につ
いて，他の素材との比較による検討を試みた．
Fig.  3.  Summer shirts made of Ojiya-chijimi by Ms. 
Yamaguchi.
????
1???????????
1-1???
実験に使用した小千谷縮布は，新潟県小千谷市
の水田株式会社及び小千谷織物同業協同組合の協
力により提供を受けたものである．その他に，比
較試料として亜麻の試料布を用いた．それらの組
成は Table1 のとおりである．
Table 1.  Composition of the linen-cloth and Ojiya-chijimi-fu.
Sample Fiber Weave
Thickness
（μm）
Fabric density
（/cm）
Warp Weft
C1 Ramie Plain 320 27 22
C2 Ramie Plain 330 27 21
C3 Ramie Plain 320 27 22
C4 Ramie Plain 310 27 22
Li Linen Plain 240 24 23
1-2?????
現在の一般的な衣類に使用される麻素材には，
亜麻が用いられているが，小千谷縮布は苧麻を使
用して織られており，さらに独特のシボが生じて
いる．このような特有の風合いを持つ小千谷縮布
の織構造を，走査型電子顕微鏡（日立，SEM mod-
el S-310）を用いて観察した．
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また，麻素材は強靭な繊維であるために染料液
の浸透性が良好ではない．さらに，使用を繰り返
す間に擦れによって白化が生じたり，日光による
退色も起こりやすい．そこで，小千谷縮布の摩擦
及び日光曝露による堅牢性を検討した．摩擦試験
は，学振型摩擦試験機を用いて 500 回まで摩擦し
た試料の退色とシボの形状観察をおこなった．
日光による曝露試験は，西宮市武庫川女子大学
5 階南側屋外にて，5 月～ 7 月の 70 日間曝露をお
こなった．曝露試料は縦 8cm ×横 4cm の大きさ
とし，屋外南側 45°の角度に設置した曝露台に試
料布を固定し，2 週間毎に各試料を 1 枚ずつ採取
した．それらの試料の形態的変化を走査型電子顕
微鏡によって観察し，さらにインストロン型引張
試験機（島津，AUTOGRAPH IS-500）を用いて，
試料長 30mm，試料幅 15mm，引張速度 50mm/
min の条件で引張り強伸度の測定をおこなった．
2?????????????????
2-1???
一般的に市販されている各種シーツ生地 4 種類
（綿 100％の平織 1 種とワッフル織 2 種，ラミー
100％の平織）と，小千谷縮布のシーツ用生地（新
潟県小千谷市の水田株式会社より提供）を用いた．
各試料の組成は Table 2 のとおりである．なお，
前処理として製品の糊等を落とすため，試料布は
水洗濯をおこない実験試料として用いた．
2-2?????
洗濯を繰り返した場合に，一般的なシーツ生地
と比較して小千谷縮布ではどの程度の寸法変化が
生じるのかを確認するため，洗濯試験をおこなっ
た．試験方法は JIS Ｌ 0217（105 法）に準拠し，市
販の全自動洗濯機で弱アルカリ性洗剤を用いて洗
濯後，日陰にて吊干し乾燥をおこなった．さらに，
洗濯後の小千谷縮布のシボの形状変化についても
観察した．
また，快適なシーツ素材として，人体から出る
汗や湿気を吸収しやすく，さらに吸収した湿気を
放散しやすい特性が求められることから，各試料
の吸放湿性を測定した．試料布は，縦 10cm ×横
10cm の試験片を初期条件（25℃，40％ RH）に設
定した恒温恒湿器に入れて調湿後，吸湿条件
（25℃，80％ RH）に設定した恒温恒湿器に移して
吸湿をおこなっている間，定期的に重量を測定し，
平衡状態に達した後，再び初期条件（25℃，40％
RH）にて放湿をおこない，吸湿時と同様に重量を
測定し，吸放湿時における重量と絶乾重量から水
分率を算出した．
??????
1?????????
1-1???????
現在の麻素材として使用される繊維の多くは亜
麻であるが，日本において古来より栽培されてき
た麻は大麻や苧麻であったことから，日本各地の
伝統的な麻織物には，苧麻が使用されていること
が多い．しかし，現在では栽培地域の激減やコス
トの問題等から，外国産の亜麻や苧麻が使用され
るようになった．そのような状況において，小千
谷縮布は国産の苧麻にこだわり，現在も作り続け
られている希少な麻織物である．
Fig.4 は，一般的な亜麻を用いた試験布（Table 1
の試料 Li）と，小千谷縮布（試料Ｃ 1）の電子顕微
鏡写真である．機械によって均質に織られた亜麻
布に対して，小千谷縮布は糸の太さや空隙の大き
さにもばらつきがあり，織機によって織られた手
工芸織物としての特徴が見てとれる．また，小千
谷縮布の織り工程において，経糸の下糸に負担が
かけられ，緯糸には強撚糸を用いて織られている
ことで，「湯もみ」「シボ立て」により経糸が収縮し，
それに伴って緯糸の撚りが戻るため，「シボ」が形
Table 2.  Composition of Ojiya-chijimi-fu and various kind of materials used as the bed sheets.
Sample Fiber Weave
Thickness
（μm）
Fabric density（/cm）
Warp Weft
Chijimi Ramie Plain 282 29 25
Ramie Ramie Plain 380 18 17
Cotton Cotton Plain（Cord） 359 46 18
CW8 Cotton Wafﬂe（8-shaft） 368 27 22
CW16 Cotton Wafﬂe（16-shaft） 295 35 24
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成される 1）．この織糸の変化については，Fig.4
（ｂ）において，強い撚りのかけられた緯糸の方が
経糸よりも細く，また少し撚りが戻っている様子
も確認することができる．
小千谷縮布に用いられている苧麻の繊維は，亜
麻の繊維に比べて長く，太く，硬いため，麻の特
徴であるシャリ感とコシも強く感じられる素材で
ある 7，8）．また，繊維断面が長細いために亜麻に
は見られない絹のような光沢感をもつ繊維であ
る． 
Fig.  4.  SEM photographs of original samples.
（a）Li （b）C1
1-2????????
麻素材の繊維製品において，最も問題となるの
が摩擦による白化である．特に，濃色の麻素材の
衣服を着用した際には，摩擦頻度の高い部分で白
化が生じてしまうことが多い．そこで，Table 1
に示した試料Ｃ 1 の小千谷縮布を用いて，摩擦を
繰り返しおこなった場合，どの程度の白化が生じ
るのか，さらにシボへの影響についても検討した．
Fig.5 は，原布と 500 回摩擦をおこなった後の
試料である．小千谷縮布の縦方向に摩擦をおこ
なった場合（Fig.5（ａ））には，少しシボの凸部分
に白化の傾向がみられるものの，大きな変化はみ
られなかった．しかし，縮布の横方向に摩擦をお
こなった場合（Fig.5（ｂ））では，摩擦によって白
化が生じていることが確認できた．さらに，シボ
部分に撓みがあることで，布が摩擦方向に引き伸
ばされ，シボの凹凸差が低下する傾向にあった．
このことから，小千谷縮布は，布目の横方向への
摩擦に弱く，シボの消失に繋がることが示唆され
た．
1-3?????????????
小千谷縮布の日光による染色堅牢性を調べるた
め，兵庫県西宮市にて曝露実験をおこなった．試
料には Table 1 に示した試料Ｃ 2，Ｃ 3，Ｃ 4 を用
いて，1 ヶ月毎に曝露試料を採取し原布と比較し
てみたところ，Fig.6 のようにやはり退色が生じ，
使用する染料についても改善の余地があることが
わかった．
original 42d 70d
Fig.  6.  Photos of the original samples and those exposed for 
42d or 70d in Nishinomiya City.
C2
C3
C4
また，小千谷縮布の特徴であるシボは，42 日
間の曝露試料ではそれほど大きな変化は確認でき
なかったが，70 日間の曝露試料では若干シボの
凹凸差が低下する傾向にあった．これは，雨天時
でも曝露を継続したことから試料が濡れと乾燥を
繰り返すことにより，麻繊維の収縮しようとする
力が，試料の四隅をしっかり固定された試料面積
には及ばず，表面のシボの弛みを引っ張ることと
なり凹凸差を低下させたのではないかと考えられ
る．このことから，小千谷縮布の場合，濡れた後
の乾燥による収縮に逆らって形状を保持してしま
Fig.  5.  the original sample and the sample rubbed 
to 500 times.
（a）length direction （b）breadth direction
original originalrubbed rubbed
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うと，小千谷縮布の特徴であるシボが減少してし
まう可能性があることが推察される．
Fig.7 に，原布と 70 日間曝露した後の繊維の側
面画像を示した．曝露後の繊維側面には，ホコリ
や汚れが付着していたが，繊維形態に大きな変化
や損傷は観察されなかった．
Fig.  7.  SEM photographs of C2 ﬁbers after exposure for 
70d in Nishinomiya City.
（a）original （b）70d
しかし，曝露試料の強伸度測定をおこなったと
ころ，Fig.8 のように，曝露日数の経過に伴って
強度低下がみられる．視覚的な観察においては繊
維形態の変化は確認できなかったが，繊維の微細
な部分においてはやはり繊維劣化が生じているよ
うである．
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Fig.  8.
  The Load-strain curves of the C4 samples
??? ?length direction?.
また，荷重―伸長曲線の傾きに着目すると，曝
露 14 日後では試料が硬くなるためか，伸び率の
低下が示された．その後は，曝露日数に伴って強
度がかなり低下しており，曝露による紫外線や風
雨などによってかなり繊維にダメージを与えたも
のと考えられる．
2?????????????????
2-1??????????
洗濯による各試料の縦方向（布目方向）及び横方
向の寸法変化率を Fig.9 に示した．縦方向では，
Ramie 及び Chijimi の寸法変化が少なく，それに
比べて綿素材の試料はどれも洗濯回数にともなっ
て収縮し続け，特に綿ワッフル織でより密に織ら
れた 16 枚綜絖（そうこう）の CW16 においてかな
りの収縮が生じた．しかし，CW16 の横方向への
収縮は，CW8 とほぼ同様の変化を示しており，
綿ワッフル織シーツにおいては，綜絖の違いが縦
方向への収縮に大きく影響することが示唆され
た．
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Fig.  9.
  Change in dimension for (a) length and (b) breadth
 ??? direction of the samples repeating washing test.
一方，Chijimi の横方向は縦方向よりも収縮す
る傾向にあり，さらに変化にばらつきがみられた．
これは，洗濯後の乾燥方法が，小千谷縮布の特徴
であるシボの伸縮に影響していると思われる．一
般的に洗濯による伸縮の可能性のある素材は平干
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しが推奨されるが，今回は対象をシーツ素材とし
ており，通常の使用方法を考えると吊干しが一般
的であるため，本実験においても吊干しで乾燥を
おこなった．ただし，先述の日光曝露の実験にお
いて，濡れた後の乾燥による収縮に逆らって形状
を保持してしまうと，小千谷縮布の特徴であるシ
ボが減少してしまう可能性があることが示された
ことから，吊干しを行う際には自然な試料の収縮
（シボの回復）を阻害しない程度に，弛みをもたせ
ることにした．このことによって，寸法変化に多
少のばらつきはあるものの，綿素材のように洗濯
回数に伴って徐々に収縮することはなかったと考
えられる．したがって，小千谷縮布は乾燥方法に
さえ配慮すれば，洗濯による小千谷縮布特有のシ
ボを保持した状態で，何度も使用し続けることが
可能であると推察できる．
2-2?????
各種シーツ素材と小千谷縮布の吸湿性及び放湿
性ついて，各環境下での試料の水分率を求めた結
果を Fig.10 に示した．まず，25℃，80％ RH の高
湿度環境下で吸湿させた場合，すべての試料が天
然繊維であるため，最初の 10 分間でかなり吸湿
するが，その後，CW8 の吸湿が増え，さらに吸
湿開始 50 分以降は，Ramie が最も高い吸湿性を
示し，Chijimi は他の試料に比べて若干劣る傾向
がみられた．
しかし，25℃，40％ RH の初期状態にて放湿を
開始したところ，最も放湿していると思われる試
料は Chijimi であった．より詳細にその変化を確
認するため，放湿開始後の経過時間毎の吸放湿差
（吸湿開始 90 分後の水分率との差）を Fig.11 に示
した．放湿開始 15 分後においても，他の試料よ
り Chijimi の放湿性が高いことが確認できた．
麻繊維の水分特性に関しては，大川による麻の
構造と特性に関する報告において 8），麻繊維の吸
水性は綿繊維には劣るものの，麻織物の場合には
綿織物よりも吸水速度及び発散速度が速く，中で
も苧麻織物の発散速度は亜麻織物よりも速いと述
べられている．また，清水らは 9），綿及び麻素材
の作業着の吸・放湿による水分率の測定結果から，
麻素材の方が放湿性に優れており，汗の吸収及び
放湿の点から麻素材の方が作業着に適していると
報告している．実験では Chijimi が最も湿気を外
に放散する速度が速いことが示され，放湿性に優
れたシーツ素材として有効であることが明らかと
なった．しかし，同じ苧麻素材の Ramie は，逆
に他の試料よりも低い結果となった．吸放湿性に
は繊維の性質が最も関係するが，吸放湿過程にお
いては，織糸間を占める静止空気の拡散量など，
織物の構造も影響するとされている 10）．さらに，
山田らによる絹織物の吸放湿特性に関する研究に
おいて，布内部への影響から布の厚みが関係して
いるとし 11），また，吸湿時と放湿時の水分吸着
曲線によるヒステリシスも影響していると述べて
いる 12）．我々の実験結果からも，布に厚みがあ
る Ramie の吸湿性は高く，放湿性は低くなり，
一方，今回用いた小千谷縮布は厚みが薄いことか
ら，放湿速度が速くなったとも考えられる．今後
は，この優れた吸放湿性に着目し，布の構造につ
いてさらに検討をおこない，快適性素材としての
小千谷縮布の活用を試みたいと考えている．
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  Change in absorption and desorption of moisture
????regain of the samples.
Fig.  11.  Difference of absorption and desorption moisture 
with elapsed times.
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天然素材の中で最も涼感があり，近年の夏物衣
料に多く取り入れられている麻素材は，日本古来
より衣料素材として汎用されてきた．中でも小千
谷縮布は，表面にシボがあることによって通気性
が増し，その独特の風合いから夏用の和服地とし
て愛用されてきたが，現在は一般衣料服地や生活
素材としての利用を見出しつつある．
本研究では，小千谷縮布の使用時の特性とシー
ツ素材としての快適性について検討をおこなった
結果，表面にシボのある小千谷縮布にとって，シ
ボに対して垂直方向への摩擦や濡れた後の乾燥時
において形状を固定すると，シボの減少に繋がる
ことが示唆された．また，シーツ素材として他の
素材と比較した場合，洗濯による初期の収縮後は
ほとんど寸法変化が生じなかったが，やはりシボ
を保持するためには洗濯後の乾燥方法に配慮が必
要であることがわかった．一方，吸放湿性につい
ては，他のシーツ素材よりも吸湿した水分を放散
する速度が速いことが示され，小千谷縮布は放湿
性に優れた素材あり，蒸れ感を抑制するために有
効な快適性素材の 1 つであると考えられる．
???
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高齢化が進む現在，疾病の治療だけではなく，
予防することの重要性が高まりつつある．「寝た
きり」の問題の原因の一つに骨折があるが，骨折
の原因として，加齢に伴う骨塩量低下や骨粗鬆症
などが考えられる．
骨粗鬆症の危険因子に関する報告では，生理的，
遺伝的，生活習慣上の要因などの指摘がされてい
る．骨粗鬆症による骨折予防のために運動の有効
性が示されている 1）が，身体において障害を持っ
てしまった人や，何らかの介護を必要とする高齢
者は，これらの行為を積極的に行えないのが現状
であるといえる．また，高齢者において日常の食
事からカルシウムを摂取した有効性についての報
告はほとんど見られないのが実状である．
本研究は，養護老人ホーム入所者を対象に，日
常の食事に発酵 L 型乳酸カルシウム（CV カル
シューム）を長期的に添加して，超音波法による
踵骨の骨評価を行い，発酵 L 型乳酸カルシウム
（CV カルシューム）の有効性について検討するこ
とを目的とした．
????
1?????
K 市 M 施設（以下，M 施設）入所者 24 名を対象
者とした．施設管理栄養士協力の元，日常の食事
に発酵 L 型カルシウム（CV カルシューム）を添加
した 18 名を Ca group（男性 5 名，女性 13 名）とし，
発酵 L 型カルシウム（CV カルシューム）を添加し
ない 6 名を Control（男性 1 名，女性 5 名）とした．
調査期間は 2012 年 4 月から 2013 年 3 月までとし
た．
2??? L?????????????
本研究では，発酵 L 型乳酸カルシウム（CV カ
高齢者における発酵 L 型乳酸カルシウム（CV カルシューム）
摂取の効果についての研究
高橋　志乃，前田　佳予子
（武庫川女子大学生活環境学部食物栄養学科）
Effectiveness of the ingestion of fermentation calcium  
L-lactate （CV calcium） to the elderly people
Shino Takahashi, Kayoko Maeda
Department of Food Sciences and Nutrition, School of Human Environmental Sciences,  
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558. Japan
Abstract
This study added fermentation calcium L-lactate （CV calcium） in an everyday meal for resident of nursing 
home for the elderly in the long term and evaluated calcaneus by osteo-sono assessment index and we exam-
ined the effectiveness of the ingestion fermentation calcium L-lactate （CV calcium）. We were not able to ob-
tain a result indicating the effectiveness of the ingestion of fermentation calcium L-lactate （CV calcium）, be-
cause a change was not seen in a result of the bone density measurement. However, it may be suggested that 
fermentation calcium L-lactate （CV calcium） is effective to easily take in calcium. The because it is easy to 
cook to have high water solubility and the taste of the meal does not change.
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ルシューム，シマキュウ株式会社）を用いた．CV
カルシュームには，1g 中約 130mg のカルシウム
が含まれており，米 2 合に対し CV カルシューム
を 1g 加えて炊飯する事を基本とした．なお，Ca 
group には，カルシウム添加の米飯を提供し，1
日平均 100mg 前後のカルシウム摂取増加とし，
Control には，通常の米飯を提供した。
3????????
身長，体重を測定し，体格指数（Body Mass In-
dex；以下 BMI）は［体重（kg）］÷［身長（m）2］より
算出した．骨密度の測定には，踵骨音響的骨評価
値測定装置（AOS-100NW，アロカ株式会社）を用
いて右踵骨に超音波を照射して測定し，右足中踵
骨の骨内伝道速度（Speed of sound；SOS）と透過指
標（Transmission index ；TI）から音響的骨評価値
（Osteosono-assessment index；OSI）を以下の式に
より算出した．
OSI ＝ TI × SOS2
調査開始日の 2012 年 4 月の測定を介入前，
2012 年 10 月の測定を中間，調査終了の 2013 年 3
月の測定を介入後とした．
アンケート調査は，簡易栄養状態評価 2, 3）（Mini 
Nutritional　Assessment®； 以 下 MNA®， ネ ス レ
ニュートリション），日常生活動作 4）（Activities of 
Daily Living；以下 ADL），生活状況調査を行った．
アンケート調査はすべて面接聞き取り法にて実施
した．
1?MNA®
MNA® は，18 項目（30 点満点）からなり，スク
リーニング項目（食事量の減少，体重減少，身体
活動能力，精神的ストレスや急性疾患，神経・精
神的問題，BMI）と評価項目（生活自立性，薬の数，
圧痛の有無，食事回数，たんぱく質，果物・野菜，
水分摂取状況，主観的栄養評価，上腕周囲長，ふ
くらはぎ周囲長）の 2 つに大別される．本研究で
は，すべての対象者を同じ評価基準で比較するた
めにスクリーニングの結果にかかわらず，全対象
者で総合評価を行い，24 ポイント以上を「栄養状
態良好」，17 ～ 23.5 ポイントを「低栄養のおそれ
あり」，17 ポイント未満を「低栄養」の 3 段階で判
定した．
2?ADL
1999 年度から文部科学省が実施している新体
力テストの日常生活活動テストを用いて対象者の
自立度を評価した．質問項目は，（1）休まないで，
どれだけ歩けますか．（2）休まないで，どれくら
い走れますか．（3）どれくらいの幅の溝だったら，
とび越えられますか．（4）階段をどのようにして
昇りますか．（5）椅子に座った状態からどのよう
にして，立ち上がれますか．（6）目を開けて片足で，
何秒くらい立っていられますか．（7）バスや電車
に乗ったとき，立っていられますか．（8）立った
ままで，スボンやスカートがはけますか．（9）シャ
ツの前ボタンを，掛けたり外したりできますか．
（10）布団の上げ下ろしができますか．（11）どれく
らいの重さの荷物なら，10m 運べますか．（12）仰
向けに寝た姿勢から，手を使わないで，上体だけ
を起こせますか．の 12 問である．各設問とも 3
つの選択肢があり，1 に回答の場合は 1 点，2 に
回答の場合は 2 点，3 に回答の場合は 3 点として
合計し，総合得点とした．
3???????
生活状況調査は普段の外出頻度などの生活状況
について行った．
4?????
Ca group と Control 間の比較には対応のない t
検定を用い，介入前後の比較には対応のある t 検
定を用いた．介入前，中間，介入後の経時的な変
化は，一元配置分散分析を用い，アンケート調査
では，Ca group と Control 間の比較にはχ2 検定を
用いた．危険率は 5％未満とし，統計処理にはエ
クセル統計 2012 を使用した．
5??????
本研究は，武庫川女子大学の倫理委員会の承認
を得て実施した．対象者は本研究の概要として書
面と口頭で調査の目的を説明し，参加は自由意志
によるものであること，不利益を受けずに随時撤
回できることを説明した上で，書面にて本人の同
意を得た．
???
1?Ca group? Control??????
調査対象 24 名のうち，死去，入院，データ不
備等で 8 名を除いた Ca group13 名（男性 3 名，女
性 10 名），Control 3 名（女性 3 名）を最終解析対
象者とした．対象者の特性を表 1 に示す．平均年
齢は Ca group 81.5 ± 4.2 歳，Control 89.7 ± 3.5 歳
であり，有意な差がみられた（p<0.01）．BMI は両
群間に有意な差はみられなかった．ADL は Ca 
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group 17.8 ± 6.3 点，Control 8.0 ± 7.0 点であり，
有意な差がみられた（p<0.05）．両群ともに介入前
後において変化はみられなかった．
2?M??????????
M 施設の給与栄養量状況を表 2 に示す．2012
年 4 月から 2013 年 1 月にかけての平均的な給与
栄養量はエネルギー 1592.3 ± 15.6kcal，蛋白質
59.2 ± 1.0g，脂質 40.1 ± 1.6g，カルシウム 566.7
± 16.8mg であった．対象者が体調不良である以
外は，ほぼ全量摂取であったと記録に記載して
あった．
3??????
骨密度測定の結果を図 1 に示す．音響的骨評価
値（OSI）は男女差があるため，Ca group は女性の
みの結果とした．Ca groupは介入前 2.091± 0.042，
中間 2.121 ± 0.043，介入後 2.089 ± 0.036 であり，
Controlは介入前2.027±0.105，中間2.105±0.132，
介入後 1.966 ± 0.097 であった．両群共に介入前
後において大差はなかった．
4????????
アンケート調査の結果を表 3 に示す．MNA® に
おいて Ca group は栄養状態良好 46.2％，低栄養
のおそれあり 46.2％，低栄養 7.7％であった．
Control は低栄養のおそれあり 66.7％，低栄養
33.3％であった．一日に連続して約 15 分間歩く
かどうかの質問に対して，Ca group は，はい
69.2％，いいえ 30.8％であった．Control は，は
い 33.3％，いいえ 66.7％であった．ここ 1 ヶ月間
の外出頻度については，Ca group では 1 ～ 2 回 /
週と答えた割合が 69.2％と一番高く，Control で
はしないと答えた割合が 66.7％と一番高かった．
外に出ることを負担に感じるがどうかの質問対し
て，Ca group において感じないと答えた割合が
69.2％であった．
???
一般に高齢者にみられる骨粗鬆症は，原発性で
ある老人性骨粗鬆症もしくは閉経後骨粗鬆症であ
る．高齢期における骨粗鬆症の予防では，加齢と
共に減少する骨量を最小限に止めることが重要と
考えられる．骨粗鬆症による骨折予防のために運
動の有効性が示されている 1）が，身体において障
害を持ってしまった人や，何らかの介護を必要と
する高齢者は，これらの行為を積極的に行えない
のが現状であるといえる．本研究は，養護老人ホー
ム入所者を対象に，日常の食事に発酵 L 型乳酸
カルシウム（CV カルシューム）を長期的に添加
し，発酵 L 型乳酸カルシウム（CV カルシューム）
Table 1.  Characteristics of subjects
2012.4 2013.3
Ca group Control Ca group Control
Men/Women 3/10 0/3 － －
Age（yrs）  81.5±4.2  89.7±  3.5## － －
Height（cm） 145.5±9.3 133.1±12.1 － －
Weight（kg）  51.3±8.4  39.3±  8.5# 51.5±7.2 39.4±9.8＊
BMI（kg/m2）  24.3±4.2  22.0± 2.1 24.6±4.1 22.0±2.6
ADL  17.8±6.3   8.0± 7.0# 18.3±6.2  9.3±2.9＊
Values are mean ± SD
BMI=body mass index, ADL=activities of daily living
##p<0.01, #p<0.05 compare to Ca group（2012.4）, t-test
＊p<0.05, compare to Ca group（2013.3）, t-test
Table 2.  Practiced amount of nutrient
Nutirent 2012.4 2012.9 2013.1
Energy（kcal） 1578 1590 1609
Protein（g） 60.1 59.4 58.1
Fat（g） 39.3 39.1 42
Calcium（mg） 585 563 552
Iron（mg） 9.3 7.6 7.4
Retinol（μg） 114 114 126
Vitamin B1（mg） 0.69 0.68 0.69
Vitamin B2（mg） 1.02 0.97 0.95
Vitamin C（mg） 62 60 59
Salt（g） 7.9 7.8 7.8
Fig.  1.  Result of the bone density mesurement
　　　　　  Values are mean ± SE
　　　　　  ＊subjects are women only
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の有効性について検討した．骨密度の測定結果か
ら Ca group は介入前後で骨密度に変化がみられ
なかった．Control では，介入後にやや低下傾向
がみられたものの，有意な変化はみられなかった．
Krall ら 5）は遺伝因子が骨塩量に影響する割合は
46 ～ 62％であるのに対して，生活様式は 38 ～
54％であり，生活様式を含む環境因子の影響も重
要であると示唆している．また，女性高齢者にお
いてカルシウム摂取を心がけた食事摂取をすすめ
ていくことが，骨密度低下予防において重要であ
ることが示されている 6）．
今回，調査対象者が施設入所者であるため，食
事内容は同一献立であったが，調査対象者が入院
などにより調査人数が減少したことや，カルシウ
ム摂取期間が 11 ヶ月間ということもあり，発酵
L 型乳酸カルシウム（CV カルシューム）の有効性
を示す結果を得ることができなかった．しかし，
発酵 L 型乳酸カルシウム（CV カルシューム）は高
い水溶性を持つため調理しやすく，かつ，食事の
味が変化しないことから，無理なくカルシウムを
摂取できることが伺えた．また，乳糖不耐症によ
り乳製品が摂取できない高齢者においても負担な
くカルシウムが摂取できることから，日常の食生
活の中にカルシウムを取り入れるひとつの手段と
しては有効であると考えられる．今回の調査地区
である K 市は，積雪量が多く，冬になるとほと
んど外出ができなくなる環境である．そのような
地区において，加齢という要因が加わっても，骨
密度測定の結果に介入前後で大差がみられなかっ
た．このことから，今後も長期間に渡り，日常の
食事に発酵 L 型乳酸カルシウム（CV カルシュー
ム）を添加し，観察を続けることの必要性が推察
された．
なお，70 ～ 80 歳以上の高齢者では，骨折予防
のためには，骨粗鬆症に対してだけでなく，運動
や栄養，転倒を助長する他の疾患の治療・薬物相
互作用の回避，居住空間の改善などの包括的な対
処が重要になる 7）とされている．高齢者の骨粗鬆
症による骨折予防のためには，日常の食生活だけ
でなく，運動や日常生活を含めた教育プログラム
を導入するなど，施設全体の取り組みが必要であ
ると思われる．
???
本調査にあたり，調査にご協力いただいた K
市 M 施設の皆様，調査に同意してくださいまし
た入所者の方々，シマキュウ株式会社の皆様に心
より感謝申し上げます．
???
1 ） 骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン作成委員会編，
骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン 2011 年版，ラ
Table 3.  Result of the questionnaire suvey
アンケート項目
Ca group
（n ＝ 13）
Control
（n ＝ 3）
P
MNA® 栄養状態良好 6（46.2） 0（0.0） 0.238
低栄養のおそれあり 6（46.2） 2（66.7）
低栄養 1（7.7） 1（33.3）
一日に連続して約 15 分間歩きますか？（屋内含む） はい 9（69.2） 1（33.3） 0.247
いいえ 4（30.8） 2（66.7）
ここ 1 ヶ月間の外出頻度はどれくらいですか？ 5 回以上／週 1（7.7） 0（0.0） 0.085
3 ～ 4 回／週 0（0.0） 1（33.3）
1 ～ 2 回／週 7（53.8） 0（0.0）
しない 5（38.5） 2（66.7）
外に出ることを負担に感じますか？ 感じない 9（69.2） 1（33.3） 0.078
どちらともいえない 0（0.0） 1（33.3）
やや感じる 3（23.1） 0（0.0）
とても感じる 1（7.7） 1（33.3）
Values are the number of answeres（%）
χ2-test
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???
緑茶には，抗酸化作用，抗腫瘍作用，抗肥満作
用を始め多くの効能があるといわれており，栄養
学的，生理学的，医学的見地から活発に検討され
ている 1）．茶葉の機能性の一つとしての消臭につ
いても幅広い観点から検討されており，優れた総
説 2，3）や多くの研究報告がされている．たとえば，
茶殻によりアンモニア 4），メルカプタン 4），アミ
ン 5）などが消臭できること，茶葉の抽出物に，に
おい吸着能があること 6），茶葉の抽出物を布に付
与させた場合に消臭性が認められることなどがあ
る 7）．しかしながら，これらの研究ではいずれも
茶葉，または抽出物について一定の消臭効果が認
められているものの必ずしも充分な効果が得られ
ているとは言い難い．他方，重金属イオンは悪臭
物質と錯体を形成したり，含金属フタロシアニン
のように，金属が悪臭物質を酸化したりすること
により，消臭されることが報告されており，これ
らを利用した消臭加工剤が商品化されているもの
もある 8）．
本研究では，茶殻の有効利用を目的として生活
環境において身近な悪臭物質であるアンモニアに
ついて，より効果的な消臭をめざし，茶葉の前処
理法，及び茶葉の金属処理による消臭性について
検討した．
????
1?????????
アンモニア濃度の測定は 2ℓのペットボトルを
用いて北川式検知管法で測定した．
1-1??????????????????
2ℓのペットボトルの蓋にドリルで穴をあけ，
茶殻の金属処理によるアンモニアの消臭効果
宮本佳澄美，瀬口　和義
（武庫川女子大学生活環境学部生活環境学科）
Ammonia-adsorption capacity of used tea leaves 
by the treatment of metallic ions.
Kasumi Miyamoto, Kazuyoshi Seguchi
Department of Human Environmental Sciences,  School of Human Environmental Sciences, 
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
Ammonia-adsorption capacity of tea leaves and milk carton paper ［MCP］ was investigated by the method 
of Kitagawa’s precision gas detector tube by use of a 2ℓ PET bottle.   Samples of tea leaves were untreated 
one ［UT-TL］, one treated with boiling water ［TB-TL］, one treated with the mixer of TB-TL ［TM-TL］, and 
one treated with some metallic ions to TM-TL  [TM-TL-M] .  As results, the ammonia-adsorption capacity 
was following order;  ［TM-TL-M］＞＞［TM-TL］＞［TB-TL］＞［UT-TL］＞＞［MCP］.  In particular, the 
treatment with Fe, Cu, and Al ions made the adsorption capacity more effective, and the bad-smelling ammo-
nia was completely removed in one hour.  These results were elucidated from the viewpoints of neutralization 
with polyphenols and proteins included in tea leaves as well as the complexing action of ammonia with me-
tallic ions.
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そこへ検知管の取付け用ゴム管を付け，その接続
部にはアンモニアの漏れを防止するため接着剤で
固定した．通常は，この取付け用ゴム管の口はビ
ニールテープとパラフィルムで塞いでおいた．ま
た，ガス採取器によるガスの抜き取り時のペット
ボトル内の圧力調整のためにペットボトルの側面
に針で小穴を一カ所あけ，通常はセロテープで塞
いでおいた．
1-2??????
圧力鍋に水 800ml と市販の煎茶（TL）15g を入
れ，30 分煮沸後 15 分冷まし，茶漉しを用いて水
洗した．家庭用ミキサーに水 600ml と煮沸処理
した茶葉を入れ，10 秒間ミキサーにかけた後，
底にガーゼと網状のゴム板を張り付けた自作の抄
き枠（12 × 16cm）に流し込み，自然乾燥させた．
これを試料（TM-TL）とする．別にミキサー処理
のみを省いて，自然乾燥させたものを試料（TB-
TL）とする．市販の茶葉をそのまま試料にしたも
のを未処理茶葉（UT-TL）とする．
1-3???????????
牛乳パックを用いて圧力鍋で煮沸後，ポリエチ
レンフィルムをはがし，1-2 と同様に処理した．
この試料を MCP とする．
1-4???????????
金属イオン（M）として，ナトリウムイオン，鉄
（Ⅱ）イオン，鉄（Ⅲ）イオン，銅（Ⅱ）イオン，アル
ミニウムイオン，ニッケルイオンの 6 種を用いた．
それぞれ，市販の塩化ナトリウム，硫酸アンモニ
ウム鉄（Ⅱ）6 水和物，硫酸アンモニウム鉄（Ⅲ）
12 水和物，硫酸銅 5 水和物，硫酸アルミニウム
18 水和物，硝酸ニッケル 6 水和物の各 0.167g を
蒸留水 100ml に溶かし，不溶物があれば，ミク
ロフィルター（アドバンティック社　DISMIC-
25cs）で精密ろ過した．そのろ液 30ml に試料
（TM-TL，MCP）0.70g を 7.0cm × 9.5cm のポリプ
ロピレン製お茶バック（PP-bag）に入れ，25℃で
30 分間浸漬し，その後水洗し自然乾燥した．こ
れを試料 TM-TL-M，MCP-M とする．
1-5???????????
アンモニア吸着用ペットボトルに，予め乾燥剤
（無水硫酸ナトリウム 1.0g をミクロチューブに入
れ，パラフィルムでふたをし，針で小穴を数カ所
あけておいたもの）を入れ，次にアンモニア水
（28％）をマイクロシリンジで 10μℓ注入し，密閉
後一夜放置して，アンモニアを気化させた．
試料の 0.70g を PP-bag に入れておき，アンモ
ニア吸着用ペットボトルに速やかに入れ，蓋をし
た後，取付け用ゴム管に検知管を取付けた．次い
でペットボトル側面の小穴のテープを剥がし，北
川式ガス採取器のハンドルを引いてペットボトル
内の空気 100ml を採取した．ペットボトル側面
の小穴を塞いだ後，発色 1 分間後に検知管の濃度
（ppm）を読み取り，ペットボトル内の残存アンモ
ニア濃度とした．ペットボトルの取付け用ゴム管
から検知管を取り外し，ビニールテープとパラ
フィルムで取付け用ゴム管の口を再度塞いだ．時
間ごとに以上の操作を繰り返し測定した．
測定は，約 25℃の環境下で，試料を入れた直後，
20 分後，40 分後，1 時間後の計 4 回を基本とした．
北川式アンモニア検知管は光明理化学工業（株）製
の 105SB（測定範囲 50~900ppm）と 105SC（測定範
囲 5~260ppm）を 用 い た． 試 料 は MCP，UT-TL，
TB-TL，TM-TL，TM-TL-M，MCP-M を 用 い た．
なお，TM-TL については試料 0.35g，1.40g のも
のについても行った．
???????
1??????????????
予めアンモニア濃度測定用に試作したペットボ
トルの気密性並びにペットボトル及び試料を入れ
るプロピレン製お茶バック（PP-bag）のアンモニア
吸着性を予備的に実験するため，アンモニア水の
注入後，試料が無い場合（Blank），及び PP-bag の
みを試料とした場合について，アンモニア量（Ct）
の時間変化を検討した．結果を Fig. 1 に示す．ア
ンモニア量は，いずれも漸次減少していくが，こ
れはガス採取器で 100ml ずつペットボトル内の
アンモニア含有空気を抜き取っていったことに起
因する．計算上1回の測定でアンモニア濃度は5％
ずつ減少するので，これを理論曲線として Fig.1
に合わせ表示している．その結果，Blank，PP-
bag の場合のいずれも，この理論曲線とよく一致
しており，ペットボトルの気密性は保持され，ま
たペットボトル及び PP-bag のアンモニア吸着性
はないことがわかった．今回の実験ではアンモニ
アを飽和させた後，試料を入れるという方法を
採っているため，アンモニアの初期濃度（Co）を一
定にすることが困難であるので，初期濃度と一定
時間後のアンモニア濃度との比 Ct /Co をアンモニ
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アの残存割合（％）として表示することにする．
牛乳パックから得たミルクカートン紙（MCP），
茶葉を煮沸後，ミキサー処理した TM-TL，茶葉
を煮沸処理した TB-TL，未処理茶葉の UT-TL に
ついて，アンモニア吸着性を検討した．その結果
をアンモニアの残存割合で Fig. 2 に示した．MCP
では，PP-bag よりも残存アンモニア濃度は低い
が，1 時間後においても約 75％残存しており，ア
ンモニアをわずかに吸着していることがわかる．
茶葉については UT-TL は，1 時間後のアンモニ
ア残存濃度が約 60％あるのに対し，煮沸処理し
た TB-TL はアンモニア残存濃度が約 30％，さら
に TM-TL は，測定開始から急速な数値低下がみ
られ，1 時間後のアンモニア残存濃度が約 10％に
達し，アンモニアを強く吸着することがわかった．
念のため，TM-TL の試料量を半量または倍量使
用したところ，Fig. 3 に示すように，試料量に比
例してアンモニア吸着量は増大することがわかっ
た．この実験からアンモニアの消臭には茶葉をそ
のまま用いるよりも，茶葉を使用後に煮沸処理，
更にはミキサーなどで粉砕して用いる方がより効
果的であることがわかった．
このような茶葉のアンモニア吸着性について考
えてみる．茶葉には Scheme 1 に示すカテキン（1）
に代表されるようなポリフェノール類が含まれて
いる（含有率 0.13％）4）．塩基性のアンモニアはこ
のポリフェノールの酸性ヒドロキシ基部分に中和
により吸着されるのではないかと推察される．未
処理の茶葉に比べ，各種処理した茶葉でアンモニ
ア吸着量が増大した理由は，茶葉を煮沸処理及び
ミキサー処理することによって，吸着表面積の拡
大が起きたことに加え，茶葉の細胞壁が破壊され，
細胞内のポリフェノール類が茶葉表面に露出する
ことにより，吸着部位の増加も起きたためと考え
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てよいであろう．
増田らは 4 種の茶葉を用いてアンモニアの吸着
量を求めているが 4），いずれの茶葉によってもア
ンモニア吸着が起きるが，必ずしもカテキン量に
は関係しないと報告している．増田らの結果を考
慮すると，本研究で得られたアンモニアの吸着性
もカテキンによるものだけでないことを示唆して
いる．煎茶はカテキンの他に炭水化物 47.7％，タ
ンパク質 24.5％，脂肪 4.7％，鉄分 0.02％などが
成分として含まれている 9）．この成分のうちタン
パク質，脂肪，金属などもアンモニアの吸着部位
となるのではないかと考え，まず，タンパク質と
して羊毛布を用いて，同様な方法でアンモニア吸
着実験を行ったところ，実際羊毛がアンモニアを
強く吸着することがわかった．炭水化物について
はセルロースを主成分とする MCP のアンモニア
吸着性はあまり強くないことから，吸着部位とし
ては有効ではないと考えてよいであろう．金属の
影響については次節で考察する．
2???????????????????
TM-TL に 対 し，6 種 の 金 属 イ オ ン Na＋，Fe
（Ⅱ）2＋，Fe（Ⅲ）3＋，Cu（Ⅱ）2＋，Al3＋，Ni2＋で処理
したものをそれぞれ，TM-TL-Na，TM-TL- Fe（Ⅱ），
TM-TL- Fe（Ⅲ）， TM-TL- Cu（Ⅱ）， TM-TL- Al ，
TM-TL-Ni とする．金属処理により，茶葉の色に
肉眼観察で顕著に変化が認められたものは Fe
（Ⅱ）2＋，Fe（Ⅲ）3＋の処理で Fig. 4 に示すように，
いずれも茶葉が黒化した．他の金属イオン処理で
Fig.  4.  Photos of tea leaves before and after treatment with 
metallic ions.
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は色味の変化はみられなかった．これらの金属処
理茶葉についてアンモニアの吸着性を測定した結
果を Fig. 5（A），（B）に示す．
TM-TL-Na は TM-TL とほぼ同程度でアンモニ
ア吸着性に変化は認められなかったが，他の 5 種
の金属については，金属処理により顕著なアンモ
ニア吸着性の向上がみられた．特に TM-TL-Fe
（Ⅱ），TM-TL-Fe（Ⅲ），TM-TL- Al，TM-TL-Cu（Ⅱ）
ではアンモニアの残存割合が 4％以下となり，ほ
ぼ完璧にアンモニアが除去されており，実際ペッ
トボトル内のアンモニア臭はまったく認められな
かった．
比較のため，MCP に対して同様の金属処理を
行い，アンモニア吸着性を検討してみると，Fig. 
6 に示すように Na＋処理を除いて，ある程度の効
果が認められたが，1 時間後においても 14％～
31％の残存割合を示し，ペットボトル内のアンモ
ニア臭も大きかった．
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Fig.  6.
  Change in concentration ratios of ammonia ?Ct?/Co?
 ??? for MCP and MCP -M.
このように茶葉に金属処理を行うことにより，
アンモニアの消臭が起きる原因について考察して
みる．鉄処理による茶葉の黒化からもわかるよう
に，鉄イオンがカテキン（1）と反応して Scheme 1
に示すようなキレート（2）が生成していることは
疑いない．他の金属処理については茶葉の色は変
化しなかったものの，ナトリウムイオンを除いて，
鉄処理と同様にキレートが生成していると推定さ
れる．これに関連して，安田らは茶殻を用いて水
中の重金属イオンの除去を試み，高い除去率を得
ており10），その原因を金属とのキレート生成及び
多孔性部分への物理的吸着が起きていると考えて
いる．本研究においても，金属が茶殻中でキレー
トとしてまたは多孔性部分に捕捉されたとする
と，その金属に対する水和水とアンモニアが置換，
結合してアンモニア錯体となり，これがアンモニ
アの吸着の促進につながったのであろう．
???
本研究を手伝って頂いた武庫川女子大学生活環
境学部生活環境学科　環境科学研究室平成 23 年
度卒業生　岡本彩加さん，及び平成 24 年度卒業
生　奥村里紗さん，和田あゆみさんに心から感謝
いたします．
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有井康博
調理食品と技術（2014），印刷中
　大豆の原価が値上がり大豆加工食品の価格に影
響を及ぼし始めた．豆腐業界の現状について様々
な角度から検討し，問題を提起した．また，豆腐
について歴史的背景と分子形成機構において著者
が明らかにしたことを紹介し，栄養機能食品とし
ての利用法を提言した．
Initiation of protein association in tofu formation 
by metal ions
Arii Yasuhiro and Takenaka Yasuyuki
Biosci. Biotechnol. Biochem. （2014）, in press.
　豆腐形成において二価金属イオンが重要である
ことは知られていたが，その役割について明確な
実験的証拠は皆無であった．本稿では二価金属イ
オンが豆腐形成機構におけるタンパク質会合の開
始因子であることを実験的に証明した．
Magnesium chloride concentration-dependent for-
mation of tofu-like precipitate with different physi-
cochemical properties
Arii Yasuhiro and Takenaka Yasuyuki
Biosci. Biotechnol. Biochem, 77, 928-933（2013）
　豆腐を大別すると木綿豆腐と絹ごし豆腐に分類
される．これらの豆腐の作り分けの分子機構につ
いては不明な点が多い．本稿では豆腐凝固剤であ
る塩化マグネシウムの濃度が両豆腐の作り分けに
重要であることを明らかに，両豆腐の分子形成機
構のモデルを提唱した．
Eating History Affects Food Palatability in Young 
Japanese Females
Rie Horiuchi, Ram B. Singh, Fabien De Meester, 
Douglas W. Wilson, Lekh R Juneja and Toru Taka-
hashi. 
The Open Nutraceuticals Journal, 6, 117-123（2013）
　幼児期に理想的な食事に慣れさせて，幼児期の
味覚や食嗜好を記憶と学習によって確立すること
で大学生時期以降の食嗜好をコントロールし生活
習慣病予防の可能性が示唆された．
??????????????? 1??
武内海歌，鞍田三貴，福尾恵介，中山環，大石幸
男，初田和由，林清二
静脈経腸栄養学会誌 28（3）：131-136（2013）
　結核患者の栄養状態を評価した．結核菌検査を
施行した 382 名（男 268 名，女性 114 名，平均年
齢 59.6±19.5 歳）を対象とし，入院時 BMI，血清
アルブミン（Alb），CRP，空腹時血糖（FBS），TLC，
PNI を retrospective に検討した．結核菌陰転化に
入院時 PNI，CRP，GLU が影響していた．血清
Alb 値は 50 歳未満の結核患者において陰転化を
規定する因子として重要なマーカーであることが
明らかとなった．
The impact of nutrition and glucose intolerance on 
tuberculosis development in Japan.
Seiji Hayashi, Mika Takeuchi, Kazuyoshi Hatsuda, 
Kanako Ogata, Miki Kurata, Tamaki Nakayama, Yukio 
Ohishi, and Hideji Nakamura
INT J TUBERC LUNG DIS, 18（1）：84-88（2014）
　TB is decreasing favorably; however, Japan is still 
categorized as an intermediate-burden country. In this 
regard, we aimed to identify the metabolic and nutri-
tional state risk factors for the development of TB.In 
Japan, the development of TB is still associated with 
iGT and malnutrition.
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??????????????????????
??????????
武内海歌，鞍田三貴，林清二
日本結核病学会誌．88（10）：697-702（2013）
　肺結核（TB）の排菌陰性化遅延を予測する入院時
栄養因子を検討した．単変量解析では，男性，入院
時 BMI18.5kg/m2 未満，Alb3.0g/dL 以下，CRP0.3mg/
dL 以上，HbA1c（NGSP）6.5％以上，RDA％エネル
ギー 87％未満，喀痰塗抹検査が陰性化遅延因子と
して抽出された．重回帰分析では入院時 HbA1c
（NGSP），CRP，BMI が抽出された．
????????????????????
鞍田三貴
Nutrition Care. 6（2）：16：22（2013）
　栄養科学館栄養科学研究所で活動を開始した栄
養サポートステーションの 1 年間の結果の考察
????????? FTO??????????
????????????????????
田中翠，呉武，谷野永和，福尾恵介，鹿住敏，吉
田徹
糖尿病 56（3）：155-164（2013） 
　FTO 遺伝子多型をもつ日本人女性で，激しい
運動や加齢が，体脂肪蓄積，糖代謝異常にどのよ
うに影響するかを調べた．遺伝子多型による体脂
肪蓄積は運動によって大きな影響は認められな
かったが，加齢により，中年女性では内蔵脂肪の
蓄積や空腹時血糖値の上昇を認められた．
??????????????????????
????
吉田徹，田中翠，坂上万里，福尾惠介，福田満
低温生物工学会誌．59（2）：121-125（2013）
　小型水生節足動物であるアルテミア耐性胚（シ
スト）を脱殻した水和凍結胚を用いて，孵化率を
指標とした凍害評価実験を行った．まず，液体窒
素及びプログラムフリーザーを使った凍結速度の
違いによる孵化率の違いは顕著であり，未脱殻の
水和凍結胚と同様，急速凍結では孵化率が著しく
低下する一方，緩速凍結では高い孵化率を維持し
た．また，アルテミアシストの脱殻状態について
は，走査型電子顕微鏡で確認を行った．次に，凍
結速度による水和凍結胚内部の状態を調べるた
め，Cryo-SEM で胚の割断面を観察したところ，
細胞質内の微細構造の違いが認められた．最後に，
脱殻した水和胚に対して，複数の凍害防御剤によ
る前処理後に急速凍結したところ，DMSO 処理
によって孵化率の改善が認められた．以上より，
様々な凍害防御剤や不凍タンパク質などを今後検
討していく凍害評価手段として，脱殻したアルテ
ミアの水和凍結胚の有用性が示されたと考えられ
る .
The Arf GAP SMAP2 is necessary for organized 
vesicle budding from the trans-Goli network and 
subsequent acrosome formation spermatogenesis.
Funaki T, Kon S, Tanabe K, Natsume W, Sato S, Shi-
mizu T, yoshida N, Wong WF, Ogura A, Ogawa T, In-
oue K, Ogonuki N, Miki H, Mochida K, Endoh K, Yo-
mogida K, Fukumoto M, Horai R, Iwakura Y, Ito C, 
Toshimori K, Watanabe T, Satake M.
Mol. Biol. Cell. 24（17）：2633-2644,（2013）
　ARF GAP （ADP ribosylation factor GTPase acti-
vating protein）の SMAP2 が，減数分裂期のマウス
精母細胞から精子細胞に発現しており，ノックア
ウトマウスの解析から精子のアクロゾーム形成に
必須であることを示したもの．
?????????????????????
???????????????
平畑理映，小林麻貴，江草信太郎，榊原里恵，福
田滿
日本食品科学工学会誌，60（2）：72-79（2013）
　高脂肪高コレステロール食投与ラットにおい
て，乳酸発酵豆乳の摂取が肝臓機能低下を防止す
ることを明らかした．
??????????????????????
??????????????????????
?????????
小林麻貴，榊原里恵，江草信太郎，福田滿
日本食品科学工学会誌．60（9）：509-515（2013）
　高脂肪高コレステロール食投与ラットにおい
て，乳酸発酵豆乳中のイソフラボンのアグリコン
割合が肝臓脂質代謝調節効果に影響することを明
らかにした．
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Effects of long-term oral administration of Arachi-
donic acid and Docosahexaenoic acid on the im-
mune functions of young rats.
Juman, S., Hashimoto, M., Katakura, M., Inoue, T., 
Tanabe, Y., Arita, M., Miki, T. and Shido, O.,
Nutrients, 5, 1949-1961（2013）
　若齢ラットにアラキドン酸又は DHA を長期間
経口投与し，アラキドン酸投与群では NK 細胞に
よる癌細胞傷害活性が抑制されることを見出し
た．
Antioxidant Action of Solid Preparation of Xing-
naojing in SHRSP.
Liu, Y., Yasui, N., Kishimoto, A., Sun, J. and Ikeda, K.,
Nat Prod Commun., 8（5）, 627-628（2013）
　漢方薬である Xingnaojing には抗酸化作用があ
ることを SHRSP ラットを用いて明らかにした．
Caffeic acid phenethyl ester suppresses oxidative 
stress in 3T3-L1 adipocytes.
Yasui, N., Nishiyama, E., Juman, S., Negishi, H., Miki, 
T., Yamori, Y. and Ikeda, K.,
J Asian Nat Prod Res., 15（11）, 1189-1196 （2013）
　カフェ酸フェネチルエステルに抗酸化作用のあ
ることを培養脂肪細胞で明らかにした．
Effects of amla extract and collagen peptide on 
UVB-induced photoaging in hairless mice.
Fujii, T., Okuda, T., Yasui, N., Wakaizumi, M., Ikawa, 
T. and Ikeda, K.,
J of Functional Food., 5, 451-459 （2013）
　アムラ抽出物に UV 照射による皮膚への影響を
抑制することを明らかにした．
Increased Amplitude of the Circadian Variations in 
Locomotor Activity, Systolic Arterial Pressure, and 
Heart Rate in Congenic Rats derived from SHRSP 
Rats.
Kawamura, H., Mitsubayashi, H., Saito, N., Ikeda, K., 
Kawakami, K. and Nabika, T.,
Clin Exp Hypertens., 35（8）, 574-581（2013）
　SHRSP と WKY のコンジェニックラットでは
心拍数のサーカデアンリズムは WKY に，活動性
は SHRSP により近い状態であったことを示した．
Dysregulated Bile Acid Synthesis, Metabolism and 
Excretion in a High Fat-Cholesterol Diet-Induced 
Fibrotic Steatohepatitis in Rats.
Jia, X., Naito, H., Yetti, H., Tamada, H., Kitamori, K., 
Hayashi, Y., Wang, D., Yanagiba, Y., Wang, J., Ikeda, 
K., Yamori, Y. and Nakajima, T.,
Dig Dis Sci., 58（8）, 2212-2222 （2013）
　新規 NASH モデルラットに胆汁酸代謝の異常
があることを明らかにした．
High-fat-cholesterol diet mainly induced necrosis in 
fibrotic steatohepatitis rat by suppressing caspase 
activity.
Yetti, H., Naito, H., Jia, X., Shindo, M., Taki, H., 
Tamada, H., Kitamori, K., Hayashi, Y., Ikeda, K., 
Yamori, Y. and Nakajima, T., 
Life Sci., 93（18-19）, 673-680 （2013）
　新規 NASH モデルラットにおける高脂肪コレ
ステロール食負荷はアポトーシスより肝壊死を発
症させた．
???????????????????
『新版茶の機能』，（衛藤英夫，富田勲，榛村純一，
伊勢村護，原征彦，横越英彦，山本万里）農文協，
pp111-117（2013）
　緑茶の血圧上昇抑制作用について臨床研究の結
果をまとめた．
??????????????????????
?
奥尚枝
ファルマシア , 49, 554 （2013）
　フラボノイド類の輸送体に関する最近の話題の
中から小腸上皮膚細胞モデルである Caco-2 細胞
に発現した未知の輸送体を示唆する論文を紹介し
た．
Factors associated with outcome after combined 
steroid and orbital radiotherapy on Graves? oph-
thalmopathy. 
Moriyama K., Matsuda K., Arai H.0, Akamizu T., Ta-
gami T. and Nakao K.
Endocrinology Studies. 3（1）, 19-23 （2013）
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バセドウ眼症患者の疫学調査と統計解析を行
い，疾患の発症・増悪・治療改善因子について検
討を行った．
Guava leaf extracts promote glucose metabolism in 
SHRSP. ZLeprfa/ Izm rats by improving insulin re-
sistance in skeletal muscle.  
Guo, x., Yoshitomi, H., Gao, M., Qin, L., Duan, Y., 
Sun, W., Xu, T., Xie, P., Zhou, J., Huang, L. and Liu, 
T.,
BMC Complement Altern Med. 2013; 13: 52. Pub-
lished online 2013 March 1. doi: 10.1186/1472-6882-
13-52
グアバ葉のアルコール抽出エキスをメタボ動物
モデルに 2 ヶ月間投与した結果，グアバエキス投
与群はコントロール群に比べ糖代謝を改善したこ
とを証明した．さらにそのメカニズムを分析した
ところ，グアバエキスの AMPK や IR 関連シグナ
リング促進により脂肪，糖代謝を改善することが
分かった．
Guava Leaf Extracts Inhibit 3T3-L1 Adipocyte Dif-
ferentiation Via Activating AMPK. 
Yoshitomi, H., Qin, L., Liu, T. and Gao, M.,
J of Nutritional Therapeutics, 1, 107-113（2012） 
グアバ葉のアルコール抽出エキスが AMPK を
活性化させることを通して 3T3-L1 細胞の分化を
抑制することを証明した．
??????????????????????
??????????????
柴田勝，山本肇，松尾龍彦，三浦俊宏，高明，東
方医学，28（4）, 1-6（2012）
オクソ酸誘導による高尿酸マウスに穀物発酵食
品 E-zyme を投与した結果，E-zyme の尿酸値を有
意に低下させる効果を証明した．そのメカニズム
はまだ不明だが，E-zyme は痛風の改善に効果的
であることが示唆された．
Mast cell maturation is driven via a group III phos-
pholipase A2-prostaglandin D2-DP1 receptor para-
crine axis.
Taketomi, Y., Ueno, N., Kojima, T., Sato, H., Murase, 
R., Yamamoto, K., Tanaka, S., Sakanaka, M., Naka-
mura, M., Nishito, Y., Kawana, M., Kambe, N., Ikeda, 
K., Taguchi, R., Nakamizo, S., Kabashima, K., Gelb, 
MH., Arita, M., Yokomizo, T., Nakamura, M., Wata-
nabe, K., Hirai, H., Nakamura, M., Okayama, Y., Ra, 
C., Aritake, K., Urade, Y., Morimoto, K., Sugimoto, Y., 
Shimizu, T., Narumiya, S., Hara, S. and Murakami, M.,
Nature Immunology 14, 6, 554-563 （2013）
線維芽細胞由来 SCF によりマスト細胞から分
泌された PLA2G3 が，隣接する線維芽細胞の L-
PGDS を介して PGD2 の産生を引き起こし，PGD2
がマスト細胞の DP1 に作用するという一連の経
路がマスト細胞の成熟に重要である．
Total synthesis of ???-lantalucratins A and B by 
CAN-mediated oxidative cyclization.
Ogata, T., Sugiyama, Y., Ito, S., Nakano, K., Torii, E., 
Nishiuchi, A. and Kimachi, T.,
Tetrahedron, 69, 10470-10476 （2013）
抗腫瘍活性を有する天然物 Lantalucratin A 及び
B の初のラセミ体全合成を達成した．
A novel one-step synthesis of benzo?b?furo?3, 2-
b?pyridines having an amino group at the 4-posi-
tion from benzo?b?furo?3, 2-d??1, 3?oxazine.
Tabuchi, Y., Kakumoto, Y., Uchimoto, H., Kawasaki, 
I., Ohishi, Y. and Nishide, K.,
Heterocycles, 87（1）, 177-191 （2013）
　Benzo［b］furo［3, 2-d］［1, 3］oxazine 誘導体を
アミン類で処理すると，4- 位にアミノ基を有す
る benzo［b］furo［3, 2-b］pyridine 類が 1 工程で得
られる新規合成反応を見出した．
Novel design and synthesis of a radioiodinated gly-
colipid analog as an acceptor substrate for N-
acetylglucosaminyltransferase V.
Arimitsu, K., Kimura, H., Kajimoto, T., Ono, M., Oh-
momo, Y., Yamashita, M., Node, M. and Saji, H.,
J. Label. Compd. Radiopharm., 56, 562-572 （2013）
腫瘍の放射性イメージングプローブの開発を目
的として，糖転移酵素 GnT-V に親和性のある三
糖誘導体に放射性同位体を導入した新規化合物を
合成した．
First asymmetric total synthesis of ???-taiwania-
quinol D and ???-taiwaniaquinone D by using in-
tramolecular Heck reaction.
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Ozeki, M., Satake, M., Toizume, T., Fukutome, S., 
Arimitsu, K., Hosoi, S., Kajimoto, T., Iwasaki, H., Ko-
jima, N., Node, M. and Yamashita, M.,
Tetrahedron, 69, 3841-3846 （2013）
　アロマターゼ阻害活性が期待される abeo-abi-
etane 骨格を有するジテルペノイド，（＋）-taiwan-
iaquinol D と（－）-taiwaniaquinone D を初めて合成
した．
Chiral separations by capillary electrophoresis us-
ing proteins as chiral selectors.
Haginaka, J.
Chiral separations: Methods and protocols, 2nd Ed. 
Scriba, G. （ed.）, Humana Press, New York, 377-392 
（2013）
　タンパク質をキラルセレクターとして用いた，
キャピラリー電気泳動によるキラル分離について
解説した．
Preparation of magnetic molecularly imprinted 
polymers for bisphenol A and its analogues and 
their application to the assay of bisphenol A in river 
water.
Hiratsuka, Y., Funaya, N., Matsunaga, H. and Hagina-
ka, J.,
J. Pharm. Biomed. Anal., 75, 180-185 （2013）
　ビスフェノール A に対する磁性分子インプリ
ントポリマーを調製し，河川中のビスフェノール
A の定量に適用した．
Interaction of cepharanthine with immobilized heat 
shock protein 90α ?Hsp90α? and screening of 
Hsp90α inhibitors.
Haginaka, J., Kitabatake, T., Hirose, I., Matsunaga, H. 
and Moaddel, R.,
Anal. Biochem., 434, 202-206 （2013）
　熱ショックタンパク質（Hsp90α）固定化基材を
調製し，セファランチンとの相互作用を検討し，
Hsp90α阻害剤のスクリーニングに適用した．
Preparation of monodisperse curcumin-imprinted 
polymer by precipitation polymerization and its ap-
plication for the extraction of curcuminoids from 
Curcuma longa L.
Kitabatake, T., Tabo, H., Matsunaga, H. and Haginaka, 
J.,
Anal. Bioanal. Chem., 455, 6555-6561 （2013）
　クルクミンに対する粒子径単分散分子インプリ
ントポリマーを調製し，ウコン中のクルクミノイ
ドの抽出に適用した．
Monodisperse molecularly imprinted polymer for 
creatinine by modiﬁed precipitation polymerization 
and its application to the assays of creatinine in hu-
man serum and urine.
Miura, C., Funaya, N., Matsunaga, H. and Haginaka, 
J.,
J. Pharm. Biomed. Anal., 85, 288-294 （2013）
　クレアチニンに対する粒子径単分散分子インプ
リントポリマーを沈殿重合法により調製するとと
ともに，生体試料中のクレアチニンを定量した．
Liquid chromatography: Chiral analysis of amino 
acids.
Haginaka, J.
Reference Module in Chemistry, Molecular Sciences 
and Chemical Engineering, Reedijk, J. （ed.）, Elsevier, 
Oxford, 1-9 （2013）
　液体クロマトグラフィーによるアミノ酸のキラ
ル分析について解説した．
Preparation of branched cyclomaltoheptaose with 
3-O-α-L-fucopyranosyl-α-D-mannopyranose and 
changes in fucosylation of HCT116 cells treated 
with the fucose-modiﬁed cyclomaltoheptaose.
Kimura, M., Masui, Y., Shirai, Y., Honda, C., Moriwa-
ki, K., Imai, T., Takagi, U., Kiryu, T., Kiso, T., Mu-
rakami, H., Nakano, H., Kitahata, S., Miyoshi, E. and 
Tanimoto, T.,
Carbohydr. Res., 374, 49-58 （2013）
　フコシルマンノース修飾β－シクロデキストリ
ンの合成とフコース修飾β－シクロデキストリン
類と大腸がん細胞 HCT116 のフコシル化の変化に
関して検討した．
??????????????????????
?
谷本敏子，増井有希，木村円香，『シクロデキス
トリンの科学と技術』（寺尾啓二，池田宰），株式
会社シーエムシー出版，東京，70-78 （2013）
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　ターゲッティング DDS の薬物キャリヤーとし
て有効な分岐シクロデキストリン類を合成し，そ
れらの機能評価を行った．
Improved capillary electrophoresis method for the 
analysis of carbohydrate-deficient transferrin in 
human serum, avoiding interference by comple-
ment C3.
Kuroda, Y., Hamaguchi, R., Moriyama, K., Tanimoto 
T. and Haginaka, J.,
J. Pharm. Biomed. Anal., 76, 81-86 （2013）
血清トランスフェリンの糖鎖付加状態をキャピ
ラリー電気泳動法で分析する際，よく問題となる
補体による妨害を簡単に回避できる方法を開発し
た．
Factors affecting the sensitivity of human-derived 
esophageal carcinoma cell lines to 5-fluorouracil 
and cisplatin.
Minegaki, T., Takara, K., Hamaguchi, R., Tsujimoto, 
M. and Nishiguchi, K.,
Oncol. Lett., 5, 427-434 （2013）
　食道がん細胞において５⊖フルオロウラシルお
よびシスプラチン感受性に影響をおよぼす因子を
明らかにした．
Prediction of the stability of imipenem in intrave-
nous mixtures.
Yoshida, M., Takasu, Y., Shimizu, K., Asahara, K. and 
Uchida, T.,
Chem. Pharm. Bull, 61（1）, 1-7 （2013）
　温度や pH の影響を加味した亜硫酸水素ナトリ
ウムを含む輸液混合中での抗菌薬イミペネムの安
定性の予測式を誘導し，その予測性について検証
した．
Quantitative evaluation of bitterness of H1-receptor 
antagonists and masking effect of acesulfame potas-
sium, an artiﬁcial sweetener, using a taste sensor.
Ito, M., Wada, K., Yoshida, M., Hazekawa, M., Abe, 
K., Chen, R., Habara, M., Ikezaki, H. and Uchida, T.,
Sensor and Materials, 25（1）, 17-30 （2013）
　H1 受容体拮抗薬の苦味強度と人工甘味料アセ
スルファムナトリウムによる苦味抑制効果につい
て，インセント社センサを用いて定量的に評価した．
Bitterness prediction of H1-antihistamines and pre-
diction of masking effects of artificial sweeteners 
using an electronic tongue.
Ito, M., Ikehama, K., Yoshida, K., Haraguchi, T., Yo-
shida, M., Wada, K. and Uchida, T.,
Int. J. Pharm. 441（1-2）, 121-127 （2013） 
　アルファ・モス社の味覚センサを用いて，H1
受容体拮抗薬の苦味と人工甘味料の苦味抑制をセ
ンサ測定値の主成分分析に基づく新規手法で評価
した．
Evaluation of the odor of Aminoleban? EN, taste-
masked with flavoured powders, by human and 
electronic noses.
Haraguchi, T., Yoshida, M. and Uchida, T.,
J. Pharm. Pharmacol. 65, 503-511 （2013）
　専用フレーバー添加によるアミノレバンⓇ EN
の不快な匂いの抑制について，匂いセンサはヒト
官能試験と同等の感度で評価が可能であった．
Prediction of compatibility between ozagrel sodium 
preparation for injection and calcium on the basis 
of the solubility product.
Tange, M., Yoshida, M., Hazekawa, M., Haraguchi, T., 
Nakai, Y. and Uchida, T.,
Chem. Pharm. Bull. 61（5）, 567-571 （2013）
　不溶性微粒子の測定や溶解度積の概念に基づき
不溶性微粒子生成予測を行い，オザグレルナトリ
ウムとカルシウム製剤の相互作用のリスクを評価
した．
Bitterness evaluation of intact and crushed Vesicare 
orally disintegrating tablets using taste sensors.
Haraguchi, T., Miyazaki, A., Yoshida, M. and Uchida, 
T.,
J. Pharm. Pharmacol. 65, 980-987 （2013）
　味覚センサを用い，ベシケアⓇ OD 錠粉砕時の
苦味の違いを評価した．強い粉砕は速やかな薬物
放出を生じ苦味を発現する可能性が高いことを証
明した．
Evaluation of palatability of 10 commercial amlo-
dipine orally disintegrating tablets by gustatory 
sensation testing, OD-mate as a new disintegration 
apparatus and the artiﬁcial taste sensor.
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Uchida, T., Yoshida, M., Hazekawa, M., Haraguchi, T., 
Furuno, H., Teraoka, M. and Ikezaki, H.,
J. Pharm. Pharmacol. 65（9）, 1312-1320 （2013）
　アムロジピンOD錠10製剤を対象に，官能試験，
口腔内崩壊錠試験器（OD-mate），センサ測定を駆
使することで服用性の客観評価が可能であった．
Comparison of the dissolution rate of ceftriaxone 
sodium preparations for injection.
Tange, M., Hattori, Y., Otsuka, M., Yoshida, M., Hagi-
naka, J. and Uchida, T.,
Chem. Pharm. Bull. 61（11）, 1121-1129 （2013）
　8 種の市販セフトリアキソンナトリウム注射剤
（凍結乾燥品）間の水への溶解性の差異を X 線回
折や示差走査熱量測定（DSC）により検証した．
A novel long-acting prostacyclin agonist ?ONO-
1301? with an angiogenic effect: promoting synthe-
sis of hepatocyte growth factor and increasing cy-
clic AMP concentration via IP-receptor signaling.
Uchida, T., Hazekawa, M., Yoshida, M., Matsumoto, 
K. and Sakai, Y.,
J Pharmacol Sci. 123, 392-401 （2013）
　ONO-1301 は，IP 受容体を介した cyclic AMP
濃度の上昇と肝細胞増殖因子の生成促進作用を介
して血管新生作用を発揮することを証明した．
Quantitative evaluation of bitterness of medicines, 
Biochemical Sensors: Mimicking Gustatory and 
Olfactory Senses. 
Uchida, T. and Yoshida, M.,
PAN STANFORD PUBLISHING, 145-184 （2013）
　味覚センサを用いた医薬品の苦味とその抑制の
定量的評価について，抗菌薬，漢方薬，経腸栄養
剤，口腔内崩壊錠などの事例を紹介した．
?????????????????????
内田享弘
薬剤学 , 73（4）, 239-245 （2013）
　医薬品に対する親和性を向上した新規高感度型
センサ膜の開発や新規苦味抑制評価法など関連分
野のアップデートな研究内容について総説した．
??????????????????????
????????
櫨川舞，原口珠実，六戸部真里，吉田都，内田享
弘
医学と薬学 , 69（6）, 929-938 （2013）
　市販ドネペジル塩酸塩口腔内崩壊錠 9 種を対象
に，高齢者を想定した少量唾液条件下での崩壊性
評価と，錠剤として重要な物理的な強度を評価し
た論文．
SD???????????????? 10???
?????
櫨川舞，吉田都，内田享弘
新薬と臨牀 , 62（8）, 1389-1397 （2013）
　SD 法を用い，市販アンブロキソール錠 10 製剤
間の服用性の違いが，「製剤の味」と「服用時の舌
触り」の二つの因子から構成されることを示した． 
????????????????? UD2%??
??????????????????????
?????
原口珠実，宮崎愛里，吉田都，内田享弘
あたらしい眼科，30（11）, 1619-1622 （2013）
　味覚センサを用い，ムコスタⓇ点眼液 UD ２%
に含有されるレバミピドの苦味は，コーヒーと同
時に服用することで抑制できる可能性を見出し
た．
???????
内田享弘，吉田都
『図表でわかる栄養療法―基礎から学ぶ臨床―』
東海林徹編集，じほう，東京，140-145 （2013）
　注射用セフトリアキソンナトリウムとカルシウ
ムの配合変化で生成する不溶性微粒子生成に及ぼ
す因子と溶解度積の概念を用いた予測法を紹介し
た．
???????????
内田享弘，徳山絵生
『食品・医薬品の味覚修飾技術』
都甲潔，内田享弘監修，シーエムシー出版，東京，
244-252 （2013）
　医薬品の苦味評価を中心に，アミノ酸類による
受容体遮断，化学的・物理的苦味マスキング，匂
いマスキング技術の味覚修飾技術について紹介し
た．
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（自然科学系）
???????????????????????
?????????
吉田都，桒原晶子，豊原朋子，片岡和三郎，岡村
昇，三木知博，笠井眞二，政田啓子，木下健司，
村田成範，中林利克，篠塚和正，高橋幸一，市川
厚，上村直樹，後藤惠子，宮崎智，波多江崇，東
海林徹，内田享弘
医薬品相互作用研究，37（1）, 9-16 （2013）
　アンケート調査および解析により，大学等の教
育機関に対して再就職支援のための教育プログラ
ムの構築・実施が求められていることが明らかと
なった．
??????????
片岡裕美，金岡未来，山村紗代，峯孝則，西川淳
一，扇間昌規，
食品衛生学雑誌，54, 326-330， （2013）
　防災のための水道水の備蓄，および災害時の応
急給水の保管における水質変化を長期にわたり調
査した．
Baicalin pharmacokinetic proﬁle of absorption pro-
cess using novel in-vitro model: cytochrome P450 
3A4-induced Caco-2 cell monolayers combined 
with rat intestinal rinse ﬂuids.
Morisaki, T., Hou, XL., Takahashi, K. and Takahashi, 
K.,
J Pharm Pharmacol. 65 1526-1535 （2013）
　新規漢方薬の消化管からの吸収評価系を，
Caco-2 細胞とラット消化管洗浄液を用いて構築
した．
Migration behavior of breast cancer cells in the en-
vironment of high glucose level and the role of zinc 
and its transporter.
Takatani-Nakase, T.,
Yakugaku Zasshi. 133 1195-1199 （2013）
　高濃度グルコースによる乳がん細胞の細胞運動
性亢進に，亜鉛ならびに亜鉛トランスポーターに
よる制御が重要な役割を果たすことを明らかにし
た．
??????????????????????
?????
中瀬朋夏，髙橋幸一
医学のあゆみ 245 64-68 （2013）
　乳がんにおける亜鉛ならびに亜鉛トランスポー
ターの役割を詳細に概説し，亜鉛トランスポー
ターが乳がん診断・治療の標的分子となる可能性
を指摘した．
??????????????????????
????
中瀬朋夏
薬剤学 73 362-365 （2013）
　亜鉛トランスポーターの機能を制御し，がんの
進展やがん細胞の動態を抑制できる細胞機能制御
技術の開発について紹介した．
Sphingosine kinase 1 plays a role in the upregula-
tion of CD44 expression through extracellular sig-
nal-regulated kinase signaling in human colon can-
cer cells.
Kawahara, S., Otsuji, Y., Nakamura, M., Murakami, 
M., Murate, T., Matsunaga, T., Kanoh, H., Seishima, 
M., Banno, Y. and Hara, A.,
Anticancer Drugs. 24 473-483 （2013）
　ヒト大腸がん細胞の CD44 発現増加にスフィン
ゴシンキナーゼ 1 が重要な役割を果たすことを明
らかにした．
Determination of the effects of green tea extract 
and Fruit extracts on P-glycoprotein activity in 
Caco-2 cells by using a new method involving con-
focal laser scanning microscopy.
Miyauchi, S., Wakuda, H., Taki, Y., Maruyama, K., 
Kagota, S., Umegaki, K., Yamada, S. and Shinozuka, 
K.,
Pharmacometrics, 84 （1/2）, 7-12 （2013）
　緑茶抽出物と果物抽出物の P- 糖タンパク質へ
の影響を検討した結果，緑茶抽出物とカシス抽出
物は P- 糖タンパク質に影響を与える事が示唆さ
れた．
Abnormal amounts of intracellular calcium regula-
tory proteins in SHRSP.Z-Lepr?fa?/IzmDmcr rats 
with metabolic syndrome and cardiac dysfunction.
Kagota, S., Maruyama, K., Tada, Y., Wakuda, H., Na-
kamura, K., Kunitomo, M. and Shinozuka, K.,
Can. J. Physiol. Pharmacol., 91 （2）, 124-133 （2013） 
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　生活習慣病モデルラットの左室拡張能低下は細
胞内 Ca 濃度調節蛋白の発現量異常と冠流量低下
により生じること，テルミサルタンに改善効果が
あることを示した．
Chronic oxidative-nitrosative stress impairs coro-
nary vasodilation in metabolic syndrome model 
rats.
Kagota, S., Maruyama, K., Tada, Y., Fukushima, K., 
Umetani, K., Wakuda, H. and Shinozuka, K.,
Microvasc. Res., 88, 70-78 （2013） 
　生活習慣病モデルラットの冠動脈拡張能低下の
発症に，血管壁における慢性的なパーオキシナイ
トライト産生が関与していることを明らかにし
た．
???????????
篠塚和正，『リウマチ病セミナー XXIV』 （七川歡
次監修），永井書店，大阪，119-126 （2013）
　健康食品に関わる現状分析を基盤にして，リウ
マチ治療における健康食品利用の適正な利用方法
を，治療薬との相互作用を含めて解説した．
Inhibitory effect of cordycepin on experimental he-
patic metastasis of B16-F0 mouse melanoma cells.
Sato, A., Yoshikawa, N., Kubo, E., Kakuda, M., Nishi-
uchi, A., Kimoto, Y., Takahashi, Y., Kagota, S., Shino-
zuka K. and Nakamura, K.,
In Vivo, 27, 729-732 （2013）
　冬虫夏草の一成分であるコーディセピンは，
B16-F0 マウスメラノーマ細胞を用いた経脾肝転
移モデルマウスの生存日数を有意に延長させた．
A chemical approach to searching for bioactive in-
gredients in cigarette smoke.
Takahashi, Y., Horiyama, S., Honda, C., Suwa, K., Na-
kamura, K., Kunitomo, M., Shimma, S., Toyoda, M., 
Sato, H., Shizuma, M. and Takayama, M., 
Chem. Pharm. Bull., 61, 85-89 （2013）
　タバコ煙水抽出液とチロシンを 37℃で反応さ
せるとチロシンにメチルビニルケトンや無水酢酸
が付加することを LC/MS/MS を用いて明らかに
した．
Verification of external surface contamination of 
Japanese 5-fluorouracil vials and removal of con-
tamination by washing the vials.
Hama, K., Hashida, T. and Kataoka, K.,
Jpn. J. Pharm. Health Care Sci, 39, 451-456 （2013）
　我が国で流通する 5 － FU バイアル製剤の汚染
調査を行い，5 － FU によるバイアルの表面汚染
を確認し，その除去方法について検討した．
Microbiological challenge test of contamination 
caused by using the PhaSeal System.
Hama, K., Hashida, T. and Kataoka, K.,
Jpn. J. Pharm. Health Care Sci , 39, 148-155 （2013）
　PhaSeal と金属針のバイアル内への菌の混入の
比較検討から，５回までの針の刺入による微生物
学的汚染は両者ではほとんど変わりがないことを
示した．
Pharmacokinetically-guided chemotherapy with 
fluorouracil.
Kuwahara, A. and Sakaeda, T., 
“ Advances in Medicine and Biology, 63”, （edited by 
Leon V. Berhardt）, Nova Science Publishers, Inc., 
USA, 83-106 （2013） 
　フルオロウラシルの薬物動態に基づき，フルオ
ロウラシルをキードラッグとする化学療法の治療
成績について解説した．
TNF-α -857C>T genotype is predictive of clinical 
response after treatment with definitive 5-fluoro-
uracil/cisplatin-based chemoradiotherapy in Japa-
nese patients with esophageal squamous cell carci-
noma. 
Omatsu, H., Kuwahara, A., Yamamori, M., Fujita, M., 
Okuno, T., Miki, I., Tamura, T., Nishiguchi, K., Oka-
mura, N., Nakamura, T., Azuma, T., Hirano, T., Oza-
wa, K. and Hirai, M., 
Int. J. Med. Sci., 10, 1755-1760 （2013）
　食道がん化学放射線療法において，TNF-α 
-857 の遺伝子型によって治療効果を推定できる
ことを明らかにした．
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武庫川女子大学紀要投稿細則
平成20年 4 月 1 日　紀要編集委員会決定
Ⅰ　総　則
1 ．投稿資格　 　本紀要に投稿できるものは，委嘱を含む本学専任の教授，准教授，講師，助手および
副手とする．上記以外からの寄稿掲載は本委員会の審査の結果による．ただし，本学専
任講師以上との共同研究者を含むことはさしつかえない．
2 ．原稿内容　 　学術的研究領域における原著論文とする．ただし，価値ある調査報告および研究資料
はこの限りではない．また，抄録（和文）もあわせて巻末に掲載する．
3 ．受　　理　 　原著論文には受理年月日を掲載すること．受理日は論文の受付日とする．原稿に手続
き上不備のあるときは，これを受理しないことがある．
4 ．著  作  権　　掲載された論文の著作権は武庫川女子大学に帰属する．
5 ．用　　語　　日本語または英語とする．
6 ．編　　集
　　　　　　　ａ） 形態　　人文・社会科学編および自然科学編として編集する．
　　　　　　　 ｂ） 書式　　人文・社会科学編は横書きを原則とし，編集委員会が必要と認める場合に
は縦書きも可とする．横書きは横一段として，縦書きは上下二段として組む．また，自
然科学編はすべて横書き，横二段として組む．
7 ．投　　稿　 　原稿はこの細則に従って，作成しなければならない．これに従っていない原稿は作成
のし直しを著者に求めることがある．投稿にあたっては，正副原稿（コピーでも可）各一
部を提出することとする．なお，写真はコピーとしないこと．原稿は，一編につき，刷
り上がり 9 頁以内とする．
8 ．審　　査　 　投稿にあたっては，あらかじめ，著者がその領域の専門家（2 ～ 1 名，講師以上）にそ
の論文の価値判断を依頼したうえで，その採否の決定は原則として本委員会が行う．
 　その領域の専門家（審査員）は論文の内容，文章などについて，必要により加除修正を
求めることができる．著者は審査員の意見の諾否を明確にし否の場合はその理由をつけ
て原稿とともに提出期限内に担当編集委員に提出し，委員会がその原稿の採否を決定す
る．
9 ．そ  の  他
　　　　　　ａ） 提出期限を過ぎた原稿は，その理由を問わず，これを受理しない．
　　　　　　ｂ） 著者の校正は原則として 2 校までとする．校正に際しては，印刷上の誤り以外の字
句の訂正，挿入，および削除は，担当委員の許可なく行うことは，許されない．
　　　　　　ｃ） 編集上，やむをえず投稿原稿の修正および返却をすることがある．また，本委員会
の指示に従わない場合は，原稿提出後においても返却することがある．
　　　　　　ｄ） 別刷りは 50 部とする．これを超過する場合は研究費負担とする．
　　　　　　ｅ） その他の必要事項は本委員会が定める．
　　　　　　ｆ） この細則の改正は学部長会構成員，図書館長および編集委員長からなる紀要検討委
員会の議を経たうえ，学長がこれを定める．
　　　　　　ｇ） 紀要検討委員会の開催は，紀要編集委員長が発議し，学長がこれを招集する．
Ⅱ　原　稿
1．原　　稿
　1） 原稿は原則として写植方式で作成する．すなわち，原稿の 1 枚がそのまま刷り上がりの 1 頁とな
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るよう，図や表，写真なども，著者自身がアレンジして，原稿の中に組み込みいれておく．
　2） 提出原稿は A4 判で作成する．
　3） 将来の完全写植式への経過処置として，当面は図や表の入るべき所を白抜きとし，図，表を別に
添付して提出することを認める．
　4） 原稿の第 1 頁は次の順に従って作成する．
i） まず，表題（表題は正確，かつ簡潔に論文内容を表すものであること．また，副題は行を改め
て書くこと），著者名（さらに行を改めて中央に書くこと），所属（学部，学科，研究室を，さら
に行を改めて中央に書く）の順に書く．
ii） 和文原稿の場合，原則として，表題，著者名，所属は欧文を添える．
iii） 次に欧文要旨（200 字前後）を置き，以下本文を続ける．
iv） ただし，人文・社会科学編においては，欧文の表題・著者名・所属および欧文要旨は別紙（A4 判）
に作成し，本文の後ろに添える．
　5） 緒言，方法，結果，考察，謝辞及び文献などの大見出しは 2 行取りとする．
　6） 原稿はワープロを用いて以下の要領で打つ．
i） 和文原稿では　人文・社会科学編の場合　　　　　　1 頁 46 字× 45 行　1 段
　  ただし，縦書きが認められた場合　　1 頁 32 字× 31 行　2 段
　自然科学編の場合　　　　　　　　　1 頁 22 字× 45 行　2 段
　 ii） 欧文原稿では　 人文・社会科学編の場合　　　　　　1 頁 96 字前後× 45 行　1 段
　自然科学編の場合　　　　　　　　　1 頁 46 字前後× 45 行　2 段
　7） 和文原稿の場合，文章は原則として簡潔にし，常用漢字，ひらがな，新かなづかいを用いること，
外国語音訳，生物の和名等はカタカナを用い，外国人名，生物学名などは原綴りを用いる．
　8） 脚注は，関係する本文中の語の右肩に＊，＊＊などをつけ，その頁の下に横線を引き，その下側
に挿入すること．行間は 1 スペースとする．
　9） 活字書体の指定は別添資料に従うこと．
2．図・表・写真
　1） 同じデータを図と表の両者で示すことは許されない．
　2） 図，表およびそれらのタイトルならびにその説明文は，和文原稿においても，原則として欧文で
書くこと．
　3） 写真は図として取り扱い，図（写真），表にはそれぞれ番号（Fig.1，Fig.2，Table 1，Table 2 など）
と見出しを記入すること．
　4） 図の番号（Fig.1， Fig.2 など）および見出しは図の下方に，表の番号および見出しは表の上に記入す
ること．
　5） 式は，原則としてワープロを用いて印書すること．
　6） 図や表，写真など別添原稿にして提出する場合．
　　i） 原稿（写真の場合台紙）は本文と同じく A4 に合わせること．
　 ii） 図は，印刷に直接使用できるよう，白紙又は青色方眼紙に墨書きとし，文字を活字で入れる場
合は，鉛筆書きで記入すること．
 iii） 原図は 1 ／ 2 に縮尺されることを考慮して作図すること．なお他の縮尺を希望する場合はその
仕様を朱書きで明示すること．
　7） 写真は鮮明なるものとし，必ず台紙（A4）に貼ること．
　8） 写真，図等を台紙に貼る時は，製版上必要な場合に簡単に剥がれるよう配慮すること．
　9） 写真中の文字などは写真の上に薄紙をかけ，指定する位置，文字などを青鉛筆（または青インク）
で明示し，委員にその旨伝えること．
3．参考文献
　1） 雑誌および単行本の引用の仕方
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　　i） 本文中の各引用箇所には語句の右肩に 1），2）・・の引用番号を付けること．
　　ii） 文献はこの引用番号の順に，論文末尾に一括すること．
　　iii） 参考（引用）文献の記入は次の順に従うこと．
　　　⒜　雑誌の場合
　 1．著者名，2．誌名（欧文誌名はイタリック），3 巻（和欧ともゴシック）（号），4．ページ（始
め－終わり），5．発行年次
　なお，号と発行年次には（ ）をつける．
　　　 　［例］3） Mukogawa，H.，Nishinomiya，S．and Mukogawa，T.，J.Biochem.，　57，456-461（1994）
　　　　　 　8） 武庫川花子，武庫川太郎，栄養誌，40，1213-1215（1993）
　　　⒝　単行本の場合
　 1．著者名，2．書名（書名はイタリック），3．発行所と発行場所（初版の場合は，第　版は
記さない），4．ページ（始め－終わり），5．発行年次（ ）をつける．
　　　 　［例］12）  Epstein，E.，Mineral Nutrition of Plant，John Wiley and Sons. Inc.，New York，
pp.187-205（1986）
　　　 　　　15）  Geddes，R.，in The Polysaccharides，ed. by Aspinall，G.O.，Academic Press，
London，vol 3，pp.283-336（1985）
　　　　　 　17）  小林　悟，実験医学，共立出版，東京，vol 1，pp.51-63（1987）
　　　　　 　23）  仁田　勇，Ｘ線結晶，仁田　勇ら編，朝倉書店，東京，第 2 版．pp.937-954（1980）
　2） 文献には原則として，論文タイトルは付けないが，必要な場合はこの限りではない．
　3） 書物の書名は二重カギカッコを，論文タイトルは一重カギカッコをつけてもよい．
　4） 自然化学篇の投稿論文では，「ibid」や「同上」の省略形は用いず，所載誌（書）名を繰り返し記載す
ること．ただし，人文・社会科学篇はこの限りではない．
　　　　［例］1）  ヴァルデンフェルス，H.，（松山康国・川村永子訳）『絶対無』，法蔵館，京都，
pp.85-88 （1986）
　　　　　 　2）  同上，p.121（1986）
　　　　　　 3）  高橋　進「老・荘における自然」日本倫理学会・金子武蔵編『自然倫理学的考察』以文社，
　　　　　　　   東京，pp.104-106（1979）
　　　　　　 4）  中村　元『原始仏教の思想　上』（中村　元選集第13巻），春秋社，東京，pp.254-260 （1970）
　　　　　　 5）  前掲 1），pp.225-241（1986）
4．その他
　1） 本文原稿の各頁の下，中央部に，下記の要領で頁数（仮）を書き入れること．
　　例）5 ／ 8（8 頁の原稿の 5 頁目）
　2） 細則によることが著しく困難である場合は，著者の所属する学会の方式に従っても差し支えない．
　3） 原稿は正本，副本各一部にフロッピーを添え，必要事項を記入した投稿申込書（193 ページ）とと
もに提出する．
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活字指定一覧表
和　文　論　文 欧　文　論　文
主　　　　題
副　　　　題
著　者　名
大　見　出（緒言など）
小　見　出
本文
本文中の欧語，数字
本文右肩へ添付の引用番号
本文 1，3-5）
受理年月日脚注題見出
文　献　欄
欧　文　項
　　主題
　　副題
　　著者名
　　本文（要約文）
図表の表題
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
12  P　太字体（ゴチック）
10.5  P　太字体
10  P　並体
10  P　Century
06  P　並体
08  P　並体
09  P　並体
　（欧文）
16  P　Cent. 頭のみ  Cap.
14  P　Cent. 頭のみ  Cap.
12  P　Cent. 頭のみ  Cap.
10.5  P　Cent.  Boldface
09  P　並体
16  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
14  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Gothic
10  P　Cent.
－－－
06  P　Cent.
08  P　Cent.
09  P　Cent.
　（和文）
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
10.5  P 並体
09  P　Cent.  Boldface
欧文人名
学名その他ラテン語
文献欄
　欧文雑誌及び書名
　雑誌の巻数（和欧とも）
頭のみ Cap. 後は小文字　Cent.（Rayan.R=Cap.）
Italic
Italic
Gothic
活字書体の指定（原稿に朱書きでアンダーライン）
　　　　Capital  Italic  Capital 
　　　　Small  Capital  Gothic  Italic 
　　　　Italic  Githic  Capital 
　　　　Gothic 
本文は句読点にする．
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武庫川女子大学紀要第　　巻投稿申込書
紀要編集委員会殿
　　　　下記のとおり，紀要
人文・社会科学
自 然 科 学
編に投稿したいので申し込みます．（投稿する方に○印）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投稿者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属（学科・研究室）　　　　　　　　　　内線　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１ 　表題
　　　和文：
　　　欧文：
２ 　著者名（共同執筆の場合のみ。次頁に投稿者を含め全員記入）
３ 　用語（該当語に○印）　　　　　　　　　　　　　　和文　　　　　欧文
４ 　原稿枚数	 5　提出メディア
　　　合計　　　　　　　　　　枚 FD，CD　 	　　　　　	　　
　　　　　　内訳　 １ ）本文　　　　　　　　　　枚　　　　　　　　　　　　 USB，その他　  
　　　　　　　　　 ２ ）図　　　　　　　　　　　枚
　　　　　　　　　 ３ ）写真　　　　　　　　　　枚（台紙の枚数）
　　　　　　　　　 ４ ）表　　　　　　　　　　　枚
6 　別刷り希望部数
　　　公費負担分 50 部＋研究費負担分（　　　）部　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　部
審査員承認
　 １ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　 ２ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 切り取り線 　　　　　　　　　　　　　　　　　 割印 	
投稿論文受付票
　　　　　　　　　　　　　　　　殿
受付日	　　年　　　　月　　　　日
紀要編集委員会
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紀要論文共同執筆者一覧
??????? ??????? ???????
????
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